
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／塩かずのこ




デザイン／たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ







　桜も満開を過ぎたころのある晴れた月曜日の朝、事件は教室で起きた──




　膝上二十センチのスカート丈に、大胆にも胸元のばっくり開いたシャツ。

　おまけに金髪サイドテールで、派手なメイクは標準装備といったところか。




　そんな歩く校則違反は、俺の目の前で耳まで赤くなり、プルプルと全身を震わせていた。




「──だからっ！　あーしに勉強教えてっ！」




　朝日が強烈に差し込んでいるせいかもしれない。

　学校一の美少女ギャルと名高い市いち川かわ愛あい莉りの顔が真っ赤に染まっていた。




　どうしてこんな状況になってしまったのか？

　話は数日前にさかのぼる──





第一章　俺に秘密があってなにが悪い！







　ようやく六限終わりのチャイムが鳴った。

　一日の重圧から解放されたように教室の空気が一気に弛し緩かんする。

　だが、解放的な教室の一角で、俺こと宮みや守もり樹いつきはずっしりと腰を椅子に下ろしたまま、とある感慨に静かに耽ふけっていた。

　いよいよだ。俺の本当の勝負はこれから始まる。

　今日こそあの女を……。くくく……。

「うーわっ……。ボッチのやつ、なんか一人で笑ってるよ」

「マジ、キショ」

「こわい……。テロとか企たくらんでそう」

「ボッチのやつ、ぜったいヤバいこと考えてるってあれ……」

　聞こえてるっつーの。ヒソヒソとうるせぇーよリア充が。ただただ青春時代という天からの恩恵を享受するだけの惰民どもめっ！

　俺は身を奮い立たせて立ち上がった。

　勢いが強すぎたらしく椅子がガタッ！　と音を立てたので、たまたま側を通りかかった女子二人がビクリと跳ね上がった。

「やっ、こ、怖っ……」

「目、血走ってるし！　い、行こっ！」

　ははは！　逃げるでない、オナゴたち。

　俺のターゲットはあくまで一人。貴様らごとき有象無象は、この宮守樹の眼中にはない。

　そう、俺の狙いはあいつだけだ……。
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　目的地に到着すると、俺は変装するため男子トイレの個室に入った。あいつに近づくためにはまず変装する必要があるからだ。

　俺はスポーツバッグの中からがさごそと変装用の道具を取り出す。

　制服じゃどこの高校か一発でバレちまうからな。

　しっかし流石さすがはオーダーメイドだね。変装用とはいえ、この服はどういうわけかしっくりときやがるぜ。作った人マジ神。

　着替え終わると今度は顔に特殊メイクを施していく。それからカツラと帽子をかぶったところで全くの別人に変貌をとげた。

　くくく……我ながら今日も完璧な仕上がりだ。これなら俺が「宮守樹」だということは誰にも気づかれまい。

　さあ、いよいよだ。

　いよいよこのときがきた……。

　あとは俺の全身全霊をあいつに叩たたき込こむのみっ！

　じゃあ、今日もいっちょやってやりますかー！




「──イッツ、ショータイム！」




　俺はあの女のいるフロアへと向かって大きく一歩を踏み出した。
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　宙に放り上げた三つのボールが、俺の頭にポテッ、ポテッ、ポテッと落ちて地面に転がる。

　俺はボールが頭に落ちるたびにカナヅチで叩かれた釘くぎのように潰れていき、最後に大げさに地面に崩れ落ちた。

「きゃはははー！」

「バカだバカー！」

　プレイルームに集まった十人くらいの子供たちが俺の滑稽な姿を見て大笑いしている。すかさず俺は転がったボールの一つを拾い上げようと手を伸ばし、拾うところでまた転げてみせた。

「あはははー！　なにやってんのー！」

「またころんだー！　だっさー！」

「ピエロさんかわいそー！」




　……そう。

　今の俺はお馬鹿なピエロ。




　俺のやっているこのピエロは正式名をホスピタル・クラウンという。病院を訪問して芸を披露する訪問ボランティアの一つだ。

　俺は去年の春から第二、第四水曜日にこの病院で芸を披露している。

　どうしてこんなことをしているのかって？

　なにを隠そう、俺の将来の夢はストリートパフォーマーになること。

　そしてこれはその修行の一環。

　芸の途中でわざとミスしてオーディエンスを沸かせる方法を模索する実技演習ってところか。

　かっこよく言えば、俺は笑われているんじゃなくて笑わせているんだ。

　ちなみに今やったのは転び芸。オーディエンスが笑えるように転び方のリアクションまで研究して練習しているってわけ。

　ふっふっふー！　さてさて俺の転び芸はいかがなものかな？

　俺はオーディエンスの中からターゲットの女──いや、女の子を見た。

　フロアの入り口、少し目立たないところに、車椅子にちょこんと小さな身体からだを乗せた少女がいる。

　彼女は膝の上に大きなクマのぬいぐるみを抱えていて、目から上だけをひょこっと出している。まるでクマの背中に隠れた小動物のようだ。

　そんな愛らしい見た目の少女は俺と目が合うなりこう呟つぶやいた。

「ふん！　しょーもなっ！」

　うぐっ！　ち、ちくしょう……。

　小学生ならもう泣いちゃうレベルだぜ。よかった、高校生で。ぐすん……。

　こんな感じで、他の子供たちが大笑いしている中、彼女だけがいつも笑わない。

　彼女の名前は茉ま莉りというらしい。

　看護師さんから彼女はまだ小学五年生と聞いている。

　重い心臓病らしく、小さなときから入退院を繰り返しているとも。

　そのため、茉莉の肌は雪のように真っ白で、瘦せっぽっちで、同じ小学五年生と比べてみても身体がだいぶ小さい。まだ小学二年生くらいに見える。

　心臓の病気のせいで身体が成長しにくいのだそうだ。

　で、今の俺の目標は、俺の芸で茉莉を腹の底から笑わせること。

　ただの独りよがりかもしれないけど、それができたら俺はパフォーマーとして前進できる気がして、毎度毎度挑戦し続けている──が、彼女が笑ったためしは一度もないんだなーこれが……。

　よし、じゃあ気を取り直して本日最後のネタといきますか！

　俺はスポーツバッグの中から秘密兵器「どうぶつふうせん」を取り出す。

　これは別名ツイストバルーンと呼ばれるもので、空気を入れた風船を捻ねじ曲まげて造形物を作るバルーンアートの一つだ。

　俺は頰をぷっくりと膨らませてから、風船に一気に空気を入れていく。

　実はこれ肺活量がいるから連続だとけっこうしんどいんだぜ？

　もう慣れたけど最初のうちは二、三個で酸欠になりかけてクラクラしたっけ。

　長い棒状に膨らんだ風船を慣れた手つきで捻ひねっていきプードルを作っていく。子供たちはそれだけで「すごーい！」と喜んでくれる。

　ふふふ、だが簡単には完成させないぞー。

　俺は作る途中でわざと風船を割り、ひっくり返って驚いてみせた。

「あははは、ピエロさんしっぱいしたー！」

「驚いてひっくり返ったー！」

「へたくそー！」

　どうだいホワイトリトルガール。見ていたか？

「わざとらしー」

　あううぅー……。

　想定以上に白けた反応だった。やはり転び芸はお気に召さないようだ。残念。

　時間もないので俺はツイストバルーンをどんどん膨らませてプードルやピストルなどを作り、子供たち一人一人に手渡していく。

　このプレゼント渡しが始まると、彼らは少し寂しそうな顔をする。これが最後の演目だと知っているからだ。

　でも、彼らは「もっとやってー」とか、「まだ帰らないでー」なんて人を困らせるようなことは言わない。

　もっとワガママを言っていい年頃なのにな……。

　アンコールのネタぐらい用意してんだぞ、こっちは……。

「わーい、プードルさんだ！　かわいいー！」

「ありがとうピエロさん！」

「ピエロさん、きょうもおもしろかった！」

「ぜったいまたきてね！　ぼく、まってるから！」

　子供たちは笑顔を浮かべながら思い思いに感想を言ってくれた。

　ちょっとだけ自信を取り戻した俺は、最後に茉莉の前に立った。

　相変わらずの冷たい目。俺が近づくとギュッとクマのぬいぐるみを握りしめる。

　くそっ。今日もダメだったか……。

　俺は茉莉にだけ風船の花を作ってみせた。

　せめてこれだけは特別って意味で。

　ぐっとため息を飲み込みながら風船で作った不ぶ恰かっ好こうな花を茉莉に手渡すと、彼女は風船のようにプクッと頰を膨らませて無言のまま俯うつむいた。
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　ナースステーションにいる看護師さんたちに挨拶をし終わった後、俺は着替えるために一階へ下りた。

　今日の反省点を思い浮かべながら、とぼとぼとリノリウムの廊下を歩く。

　ネタ自体は上う手まくいっていたと思う。あれくらいわざとらしいほうが子供たちも喜んでくれるんだ……。

　ただ、あのホワイトリトルガールに対しては、なにか、そのほんのちょっとのなにかが足りない。

　どうしたらあいつは笑ってくれるんだ？

　そんなことを考えながら歩いていると、長い廊下の正面からこちらに歩いてくる女の子が目に飛び込んできた。

　うちの制服……しかもあれは同じクラスの──

　見間違えるはずがない。

　ありゃあ市いち川かわ愛あい莉りだ……。

　校則違反のゆるいパーマがかかった金髪をサイドテールにし、薄っぺらいバッグを肩に担いで気け怠だるそうに歩くギャル。

　派手なネイルとカラコンとピアス、そしてすっきりとした目鼻立ちにバッチリとメイクを決め、おまけにスタイル抜群のその容姿は、遠目にも嫌ってほど目立っている。

　市川愛莉は美少女ギャルとしてうちの学校で知らぬ人はいないほどの有名人だ。実際、ギャル系のファッション誌の読モもしているらしい。

　ただ一部でビッチという噂うわさもある。夜な夜な怪しいクラブに入り浸っているとか、彼氏のところで寝泊まりしているとか……。

　つまるところ、やつはリア充の中のリア充。まさに俺とは対極の存在。

　ま、見た目通りビッチはビッチなんだろうけどな。

　にしたって、こんなところで市川に出くわすとは……。

　バレないように退散しよっと……。

「あああぁぁぁー！」

　はぐうっ！　え？　なに？　いきなりバレた？　ヤッベ！　こっちに向かってきやがったよ！

　市川は小走りに寄ってきて、俺の目と鼻の先に立った。

　近い近い！　そしていい匂い！

「ウケるー！　マジでピエロだし！　ほんとにいたんだー！　すっご！　顔おもしろー！　でも夜に見たらマジでビビるかもー！」

　あははは……どうしよ？

　この見た目のせいで学校一のギャルに捕まっちゃったんだが……。

　そして予想以上に俺のこの格好にグイグイと食いついてくるなーこいつ……。

　とりあえず正体がバレたらマズいので、俺はいつものようにジェスチャーだけで『やあ！　お嬢さん！』と挨拶をした。

「あれ、しゃべらないんだ？　あー、そーいう設定？」

　このヤロウ、設定とか言うな。

　パフォーマンスだけで人を惹ひきつけるってポリシーが俺にはなぁ──

「えー！　この服どうなってんのー！　めっちゃ伸びるんですけどー！」

　ちょ、おい！　いきなりベタベタ触ってくんなよ！　え？　なんで気安く腕とか腹とか触ってこれるの？　俺、着ぐるみマスコットとかじゃないんですけどっ！　衣装の下は地肌なんですけどっ！

「あれ？　ピエロさんけっこういい身体してんじゃん！　へえー、腕の筋肉カッチカチ！　あ、腹筋もけっこうあんじゃんー！」

　ちょ、あっ……ほんと、まさぐるのやめて……。あっ、そこは……はあんっ！

　ズボンの中でマイサンが元気いっぱいになる前になんとか身を引いて市川と距離をとった。

「あ、ごっめーん！　てか、なにそのポーズ？　マジウケるんですけどー！」

　いやいや笑い事じゃないでしょ？　それ逆の立場だったら完璧訴えられて有罪だからね？　思わず前まえ屈かがみですよ、こっちは……。

「そーいえばピエロさん、もう演技終わっちゃったの？」

　俺は前屈みのままコクンコクンと頷うなずいてみせる。

「そっかー残念……。あーしも見たかったなー」

『いやいや、お子様向けですので結構です、むしろ来ないでください！』

　と、ジェスチャーで伝わるかどうか試しておくか。

「え？　次回『ピエロが球乗りで大暴れ』絶対見てくれよな！　って？」

　なんだね、その次回予告みたいな解釈は？　球乗りで大暴れってなんだよ？

　違う違う。絶対来んな。空気を読みたまえよ君？

　俺は右手と首をもうこれもげちゃうんじゃない？　ってくらい左右に振ってみせたが、

「あはははー！　なにその動きっ！　キショくてめっちゃウケるんですけどー！」

　と、また狙ってもないところでウケてしまった。

　いやこれパフォーマンスじゃないんですけど……。

「じゃ、楽しみにしとくわー！　しゃべらないピエロさん、まったねー！」

　そのあと市川は満面の笑みを残して行ってしまった。

　しっかしバレなくてよかったぜ。

　こんな恰好で同級生にバレたりしたら、しばらく学校でネタにされそうだしな。
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　いやいや、マジでバレなくてよかったよおぉー……。
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「──で、その子は気づかずに行っちゃったの？」

　夕食中、斜はす向むかいに座る由ゆ里り姉さんが面白そうに今日の病院での一件を聞いていた。

　ここは和泉いずみ家。

　俺は中学から由里姉さんのところで厄介になっている。

　由里姉さんは俺の親戚で俺を引き取ってくれた恩人だ。二十七歳。

　グラビアか！　ってツッコミたくなるような抜群のスタイルで、ものっすごい美人だがどういうわけか彼氏はいないらしい。

「ああ。まさにバレるかバレないかのギリギリのラインだったぜ」

「バレたらバレたでいいんじゃない？　べつに恥ずかしがることなんか……」

「いやいや、こちとら恥じらうお年頃ですぞ？　だいたいこういうのってバレたら面倒臭いことになるんだぜ？　中学のときの鈴すず木きくんなんて、クラスのみんなに内緒で痛い系のユーチューバーやってたのがバレて卒業まで『マーライオン』って渾あだ名なで呼ばれてたっけ……」

　鈴木くんのメントスチャレンジとか……。鈴木くんの口からコーラが噴き出たのを見たとき、面白いのを通り越してだいぶ引いたなー……。

　鈴木くん、今はどうしてるかな？

「ユーチューバーとはまたジャンルが違うでしょ？　あんたのは本格的な芸なわけだし、みんなに言ったら学校で人気が出るんじゃない？」

「ピエロじゃ格好つかねーだろ？　いーんだよ、秘密で……」

　いちおう俺がこういうボランティアをしていることは由里姉さん含め一部の人間しか知らない。もちろん学校にも秘密を通している。

　あくまでこれは自分がストリートパフォーマーとしてのし上がるためにやっている修行の一環。自分の人気取りや内申点ほしさにやっているわけじゃないしなー。

　ま、人気どころか、たぶんバレたとしても気にもとめられないだろう。

　だいたいピエロじゃ気味悪がられるのがオチだろうし……。

　そんなもんだ、現実ってやつは。

「そんなことはないと思うよ。ね、香か織おり？」

「……どぉーでもいいし。てかピエロってなんか変態っぽい」

　にべもなくそう言い放ったのは俺の対面に座る由里姉さんの妹の香織。

　中学三年で現在反抗期真っ盛りだ。

　ただ、なぜか実の姉の由里姉さんじゃなく俺に対してだけなのだが……。

「香織！　そういうのはレディーが口に出しちゃダメ！」

　いつもみたく由里姉さんが香織をたしなめた。

「樹は多少変態の気質はあるけど、そういうのは目をつぶって心の中だけで思っておきなさい！」

「はーい」

「ねえちょっと由里姉さん？　それ、あんましフォローになっていない気が……」

「とにかく樹、自分のやってることを秘密にするのはいいけど、そろそろ友達の一人でも作んなさいよー？」

「ビッグなお世話だぜ。そんなもん作ってる暇があったら、俺ぁ芸を磨くね」

「まーたあんたときたらー……」

　多少残念そうな顔をした由里姉さんだったが、俺が一度言い出したら聞かない性格だということは十分に承知してくれているらしく、それ以降はなにも言わなかった。

　香織は香織で我関せずを通している。

　まあ、俺がこんなんだから諦めもあるんだろう。

　にしたって、友達ねー。

　そんな面倒なもの俺には必要ないんだが……。
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「それでは諸君。今日は席替えをする。すみやかに一列に並びたまえ」

　市川と病院で会った翌日、ホームルームで担任の吉よし沢ざわ先生が唐突に言い放った。

「聞いてねぇよー」

　と誰かが発した一言で多少ブーイングが飛び交ったが、若干目元キツめの美人教師がギロリと睨にらみをきかせると、みんな急にとぉーっても良い子になった。

　それ以降はみんな死地に向かう兵隊のようにきわめて静粛に並んでいた。

　朝っぱらからなかなかシュールな光景だよな？

　で、厳正なるくじ引きの結果、俺の席は廊下側の一番後ろに決まった。

　扉に一番近い席で、隅っこだし目立たない！

　いいいぃぃぃーーーやったゼイ！

　その後も続々とくじが引かれていったが、その中に市川の姿はなかった。

　まあ、市川が教室に顔を出すのはだいたいいつも二時間目が終わった後くらい。

　新学期が始まって間もないが、市川の遅刻はもはやうちのクラスの生徒なら誰でも知っている常識になりつつある。

　あの歩く校則違反ちゃんは読モをやってるから特別に許されてるって噂だが、まさに治外法権ってやつだな。うちの学校はいつ不平等条約を結んだ？

　ま、そういう事情もあって、市川がいない状態でも関係なく席替えは行われていく。

　で、俺の左斜め前はというと、

「──宮守くん」

　鈴を転がすような声。

「あ……」

　と思わず声が漏れてしまった。

　黒曜石のような艶つややかで長い髪。

　その切りそろえられた前髪の奥から、俺を見つめる大きな黒い瞳。

　彼女は桜さくら井い奈な々な美み。うちのクラスの学級委員長だ。

「同じ班だね？　よろしく」

「ああ、よろしく」

　桜井はさすがは委員長といった感じで、勉強もできて運動もできちゃったりする。基本スペックが高いのはもはや神様の御ご寵ちょう愛あいを存分に受けているとしか考えられない。

　ちなみに桜井はみんなからは「ナナちゃん」と呼ばれているが、俺は畏敬の念を込めて「委員長」と呼んでいる。

　俺なんかが苗みょう字じとか名前で呼ぶとか恐れ多いからな。渾名で呼ぼうものならたぶんソッコーで天罰が下ると思う。

「ところで、なんで手を組んで祈ってるの？」

「神よ、たまには俺も贔ひい屓きしておくれってね。あいつ、天は二物を与えずとか言っちゃってるけど、ちゃっかりと贔屓しちゃうからな……」

「えーと、神様とお知り合いなの？　というか、べつに神様は自分で言ってるわけじゃないと思うんだけど……」

「お、今日もツッコミが冴さえてるねー」

「宮守君がボケるからだよー」

　呆あきれたようにくすりと笑う桜井の後ろから嫉妬混じりの視線を受けた。

「おい。ボッチのやつフツーに桜井さんと話していやがるぞ？」

「ああ。きっと桜井さんは優しいからそこにつけ込んでいるんだろうよ？」

「いいなぁー……。僕もあの御お御み足あしで踏まれたい……」

　妬むくらいなら普通に話しかけろよ？　そして最後のやつ、とんでもないド変態が教室に紛れ込んでいやがるぜ。僕もってなんだよ、僕もって。ほかに誰が踏まれやがった？

「ほら見ろ、委員長が普通にツッコミを入れてくるからヘイトを集めちゃったぜ」

「それって私のせいかな？」

「そいつはタチが悪いぜ、委員長さんよ。ある意味鈍感主人公と大差ない反応だぜ。もしや鈍感ヒロイン枠を狙っているおつもりかね？」

「えっと、さっぱり意味がわからないんだけど、どういうことかな？」

「己の美しさを自覚しろ！　そなたは美しい！　ってこと」

「はぁ？　い、いちおう、褒め言葉として受け取っておくけど……」

「ああ、受け取れ受け取れ。そしてモテない男子連中の女神となるのだ！」

「女神って……。もう、からかわないでよー……」

　顔を真っ赤にした桜井は少し不服そうに席に着くと、前の席に座った真面目そうな眼鏡の女子と楽しげに話し始めた。

　で、俺の前の席になったのはバスケ部の吉よし田だ圭けい太た。パリピっぽくて俺の苦手なタイプ。説明以上。

　俺の顔を見るなり吉田は「うげっ」というリアクション。はい、無視無視ーと。

　そうこうしているうちに全員がくじを引き終わってしまった。

　でも、俺の隣の席はまだ決まっていない。その最後の一人で俺の班のメンツが決まる。

　この学校にいる限り四人一組の班で活動しなければならないことがある。例えば掃除当番とか調理実習なんかだ。

　そうなると一学期は、俺、桜井、吉田、そして俺の隣のもう一人の誰かさんの四人で活動することになる。
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　ソロプレーができないのが学校の悪習だと提言したい。仲間と協力し合うのはネトゲぐらいで十分だろ？　リアルで協力プレーとかしんどすぎる。

　吉沢先生が名簿で確認した結果、俺の隣はと言うと──

「そこの席は市川だな」

　なぬっ？　市川さんですとなっ？

　まさか昨日病院でニアミスしちゃったリア充ビッチギャルがお隣さん？　そいつは運命的すぎやしませんかね、神様？　いや、恋とか落ちないんであしからず。

　しかたがない。隣の席になったら仲良くしてやりますかねー……。
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　二時間目が終わったところでとんでもないギャルが教室に姿を現した。

「ふあーああー……。おはよっ、みんなー」

　来たか、市川愛莉よ……。

　市川は教室に入るなり、黒板の前で固まっていた女子たちにゆるーく声をかける。

　市川はどっからどう見ても「あーし、朝帰りですけどなにか？」といった感じで気怠そうだ。

　まあ気怠いのはいいが、制服の前ボタンを一つかけていないせいで大っきな二つの膨らみがそりゃもうバインバインと右へ左へと慌ただしい。

　まったくもってけしからんっ！　学校側は注意をせんのかねっ！　健全な男子高校生としては目のやり場に困るぜっ！

　ま、どうしてもっていうならそのまんまでも許してやるがなっ！　ゴクリ……。

「あ、愛莉ちゃんおはよー」

「愛莉ちゃんおはよ！　あ、ネイルの色変えたー？」

「愛莉ちゃん、昨日さー」

　あらま、遅刻してきたくせに良よいご身分ですこと。

　いつものことなので他の連中は特段気にしていない様子だ。

「てか愛莉ちゃん、また朝帰りー？」

「うんー……。彼氏が泊まってけってうるさくてさー！」

　おおっと、いきなりのリア充＆ビッチ発言。引くわー。

「いやーん、やーらしー！」

「いいなぁ彼氏！　しかも大学生なんでしょ？」

「私も年上彼氏ほしいー！」

「えー？　そんないいもんじゃないってー！　面倒くさいだけだしー！」

　ふーん。大学生ねぇー……。

　病院行った帰りに彼氏の家に行くとかどういう神経してんだろ？

　市川はいつの間にか女子たちの輪に交じってキャピキャピと艶なまめいた話題に興じていたが、そのうち教室を見回してあることに気づいてしまった。

「そーいやさ、あーしがいない間に席替えしたの？」

「あ、うん」

「そっか。──で、あーしの席どこ？」

「えーと、一番後ろの廊下際から二番目のとこ。ほら、あそこ……」

「あっこね？　オッケー」

　おっとぉ？　市川がいったん他の女子たちと別れてこっちにやって来ますぞー。

　とりあえずスマホをいじって見て見ぬ振りをしておく。

　でも、足音が近づいてくると鼓動が高鳴り始め、全身から嫌な汗が噴き出し始めた。

　昨日のことがバレてませんように、バレてませんように……。

　そう頭の中で反はん芻すうしていると、隣の机の上にドサッとバッグが置かれる音がした。

　するとそのとき、

「──サイアクー」

　と俺のすぐそばでぼやく声が聞こえた。

「え……？」

　恐る恐る顔を上げると、市川がゴミを見るような目で見下ろしていた。

「えっと、なにか？」

「あんたの隣とか最悪って言ったの。あーし、あんたのこと嫌いだからさー」

　いきなりなんの宣言？

　ちょっと悲しくなっちゃったが、そこまで面と向かって言われるとなんだか逆に清すが々すがしいものがあるなー。

　ただ俺は嫌いじゃないよ、そういうの。

「え、あ、そう？　ちなみになんで？」

「だって動きとかキショいし、なんかいっつも一人でブツブツ言ってるしー」

　あらら、なんて裏表のない正直な子。俺ってばそんなキショい動きしたり、独り言言ってたりしてたのかー。

　そりゃそうと、もうちょい言いようってもんがあるだろ？　オブラートに包つつめよ、そういうデリケートなことは。

　……とか思いつつ、俺も実はかなりの正直者だ。

「俺も最悪な気分だな。まさかお隣さんが遅刻魔のビッチギャルとはねー」

「は、はぁ？　ビッチ？　そ、それってあーしのこと？」

　まさか俺が言い返して来るとは思わなかったらしく、市川は俺のカウンターに多少の動揺を覚えたようだ。

「この場にお前以外の誰がいんだ？　少し、多少……いや、かなり見た目がいいからって調子乗んなよ、このおビッチさんめっ！」

「お……ビ、ビッチって言うなし！　このボッチ！」

「うっせービッチ！」

「ボッチ！」

「ビチビーッチ！」

「ボッチッチー！」

「──二人とも」

　ボッチとビッチで小学生みたいな言い合いをしていたら、いつの間にかすぐ側に吉沢先生が凜りんとした様子で立っていた。

「仲がいいことはよろしいが、市川、ひとまず君は職員室だ」

「えー！　ヨッシーそりゃないってー！　てか、こんなボッチと仲よくなんかないしー！」

「ヨッシーって呼ぶなっ！　文句を言わずについてこい！」

　ざまーみろ、このビッチめ。せいぜいこってりと絞られてくるがいいさ。

　しぶしぶ職員室に向かう市川の背中を見ながら俺はふぅーとため息を一つ。

　とりあえずバレてはいないようだが、あいつのあの態度、昨日病院で出会ったときとは大違いだぜ……。

「すごいね、あの愛莉ちゃんと言い合うなんて……」

　おどおどとした感じで桜井が寄ってきた。

「どの愛莉さんかは知ったこっちゃないが、俺は思ってることは口にするタイプなの。ついでに言うと売られた喧けん嘩かは通販でも買っちゃうタイプだ」

「あはははー……。宮守くんって遠慮ないよねー」

「つーか委員長。君は委員長としてあの問題児をどう思うのだね？」

「え？　わ、私？」

「あのおビッチさんときたら、見てくれのよさを利用してやりたい放題……。せめて遅刻するなとか一言ガツンと言ってやるべきではないのかね？」

「うーん……。ガツンとかー……」

「いや、すまん。あのビッチギャルは委員長でもさすがに手に余るよなぁ？」

「あ、いや、そういうことじゃなくて──」

　委員長は少しバツの悪い顔をしていた。

「──愛莉ちゃんは愛莉ちゃんで、頑張って学校に来ているんじゃないかな？」

「あれで頑張っていると？」

「中学のときはもっと休みがちだったし、いちおうは毎日来てるからさー」

　桜井と市川はまさかの同中だったか。それにしても……。

「甘い！　甘いぞ委員長！」

「え？　甘い？」

「だが、その甘ったるいほどの優しさに免じて、今日は50ポイント進呈しよう！」

「え？　あ、ありがとう。……それなんのポイント？」

　三時間目の途中に帰ってきた市川はそのあと不機嫌そうにスマホをいじっていた。

　なんとなく横を向いたらめちゃくちゃ睨んでくる。

　完璧嫌われたなーこりゃ。いや、もともと嫌われていたか。

　で、結論。

　こいつと仲良くなんて、ずえぇーったい無理。
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　学校から俺の住んでいる和泉家までは電車で二駅離れたところにある。

　どこにでもありそうな普通の住宅街の一角にある、どこにでもありそうな普通の一軒家。

　駅から徒歩十分。まずまず立地条件もいいし、家主の由里姉さんも優しくて素敵な人だ。

　ただ、そんな好条件なのにもかかわらず、この和泉家が抱えている問題とは？

「──なにしに帰ってきたの？」

　……この由里姉さんの妹、和泉香織の存在だ。

「いや、だってここ、俺の家でもあるし……」

「そういう返しマジでうざい」

　スマホを見ながら冷たく返してくる香織。

　こんな感じでおかえりの代わりにうざいは当たり前。デレる要素は一切ない。

　まあ、無視されていないだけマシなんだろうけどよ。

「あ、そう……。で、今日は早かったんだな？　部活は？」

「は？　なんであんたにいちいち香織の予定を言わなきゃならないわけ？」

「言いたくないならべつにいいけどよ……」

「……休み」

「あ、言うんだ？」

「はあっ？　あんたが聞いてきたからでしょ？　うっざー」

　昔は「いつきお兄ちゃん！」って懐いて俺の後にくっついていたのにな……。お兄ちゃん、ちょっと寂しい……。しくしく……。

「そーいや由里姉さんは？」

「仕事で帰り遅いって。夕飯、テキトーに済ませろってさ」

「そうなんだ？　じゃあ今日なに食う？　ハンバーグ？　オムライスがいいか？　なんなら出前を取るって方法も──」

「は？　なんであんたと一緒に食べることになってるわけ？」

「いや、一緒じゃないならお前どうするんだよ？」

「香織、友達とファミレス行くから、あんたはあんたでカップ麵でも食べたら？」

　もうすぐ日が暮れるのに外を出歩くとか危険だ。香織も年頃の女の子だからちょっと心配になる。

「危ないからついていこうか？」

「そういうのがうざいっつってんのっ！」

　そんなこんなで反抗期真っ盛り（俺に対してだけ）の香織はドタドタと音を立てて階段を上っていった。たぶん、よそ行きの服にお着替えでもしに行ったんだろう。

　さてと。じゃあ俺は買い置きのカップ麵でも食べるとするかね。

　俺はキッチンの戸棚にカップ麵があるのを確認してケトルで湯を沸かす。

　そのうち、また二階からドタドタと騒がしい音がして、私服に着替えた香織が降りてきた。

　……なんというか、めちゃくちゃ可か愛わいい。

　私服のセンスもいい。栗くり色いろの髪は艶やかでよく手入れが行き届いている。

　こうして見れば、香織はどちらかと言えば美少女の部類に入るんだろう。ティーン雑誌とかでモデルやってそう。

　由里姉さんも美人だが、香織も香織で将来が楽しみな感じだ。

　しっかし、この美少女レベルならもしかすると彼氏とかいるかもしれねぇ……。

　で、うちに彼氏を連れてきたらどうしよう？　一発殴って「どこの馬の骨ともわからんやつに香織をやれるかっ！」って怒鳴ってやろうか？

　いや、それは俺じゃなくて由里姉さんの役割か……。いやいや、由里姉さんは優しいからそんなこと言えないよな？

　やっぱここは男の俺がきちんと言うべきかもしれない。うん。

「……なにキショい妄想してんの？」

「シテナイヨー」

「あっそ。……って、あんたマジでカップ麵食べる気？」

「へへっ、ニッスィンが俺を呼んでるのさっ！」

「はあ？　バッカじゃない？」

　うーわ怒らせちゃった？　俺なんかした？

　香織は本気で怒らすとマジで怖い。ドＭなら喜んで怒られるんだろうけど、残念ながら俺はドＭじゃない。

「はあー……。香織、もう行くから！　ちゃんと鍵閉めておいてよね！」

「あ、はい。行ってらっしゃいましー」

　香織はプンスカしながら家を出ていった。

　つーか、なんで怒ってんだ、あいつ？　やっぱ年頃の娘はよくわからんなぁ……。お兄ちゃん、心配だよぉー……。

　さてと、カップ麵を食いますかー。





＊　＊　＊






　軽く夕食を済ませてから、俺は二階の自分の部屋にこもった。

　もちろん遊ぶためではなくひたすら芸を磨くためだ。

　俺の部屋はジャグリングの道具で溢あふれかえっている。

　棚にはジャグリングについての本とＤＶＤと道具がぎっしりと並んでいて、床には大小様々なボールが散乱している。

　いちおう室内での練習はある程度許されてはいるが、球乗りだけは未いまだに禁止令が発動中だ。

　前に球乗りをしていて派手にすっ転んだとき、一階にいた由里姉さんたちが某国のミサイルが飛んできたと勘違いしたためだ。

　よーし、じゃあ今日はぁー……ディアボロ、君に決めたっ！

　俺は棚からディアボロと呼ばれる中国ゴマを手に取った。

　ディアボロは両手に紐ひもの付いたハンドスティックを持ち、お椀を二個つなげたような形のコマを横軸で回転させながら操るものだ。うまい人だと三個以上のコマを同時に操ったりする。

　しっかしこいつがまた難しい。

　最近練習を始めたばっかだが、ここ数日でようやくコマを安定して回せるようになり、基本技のムーンサルトやフロントサンという技ができるようになったところだ。

　千里の道も一歩から。コマの数を増やすにはまだまだ程遠いぜ。

　ま、とりあえず今日も基礎練からするか。

　コマの軸を紐に絡ませて、徐々にコマの回転数を上げていく。

　だんだんブーン、ブーンと心地のいい音がしてきた。

　……そうだ。今度はディアボロを茉莉に披露するのもいいかもなー。

　へへっ、あいつ驚くかな？

　茉莉が「すごい」って目を見開きながらつぶやくところを想像して、俺は時間が過ぎるのも忘れて練習に没頭した。

　……あれ、これって俺、茉莉のことが好きなんじゃね？

　いやいや、俺はロリコンではない。むしろ年上好きだ。

　そうして練習に没頭していると、そのうち香織が帰ってきたらしく、香織の部屋のほうから扉が閉まる音がした。

　俺はベッドに横になって天井を見上げる。

　この家に来てもう五年目か……。

　最近あまり考えなくなったが、由里姉さんも香織も俺が邪魔とか面倒だって思わないのかな？　まあ、香織は俺を嫌っているようだけれども……。

　親戚とはいえ、父方の遠縁の遠縁。俺だって、五年前由里姉さんが俺のところに来るまで、彼女たちのような姉妹が親戚にいたなんて知らなかった。

　なんで俺なんかを引き取ったんだよ？　ただただ厄介なだけだろうに。

　由里姉さんが悲しむだろうから、そんなことは言えないけど……。

　そうして取り留めのないことを考えていると、いつの間にかうとうととまどろんでしまった。
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　はっとして目覚めたと思ったら夢の中だった。

　それも、夢というより過去の記憶……。

　そう、まだ俺が病院に入院していたころのことだから小学五年のときだ。

　青い目の、ひょろりと背の高いピエロが、俺のベッドの横に置いてある丸椅子にどっかりと腰を下ろした。

　ピエロの歳としは五十歳くらい。メイクの下の深く刻まれた皺しわは、近づいて見ると余計に目立った。

「今日も浮かない顔ダネ？　今日の芸もお気に召さなかったのカナ？」

「まあね……」

　本当はそうじゃない。

　彼の芸はどれも洗練されていて、それでいてコミカルで面白くて、子供心に憧れを抱くほどだった。

　きっと俺は素っ気ないふりをして俺のことだけを気にしてほしかったのかもしれない。

「じゃあ僕の芸もまだまだダネ……今日こそは、と思ったノニ……」

「いいかげんあきらめたら？」

「それはＮＯネー！　僕は欲張りだから、一人でも笑わない子がいたら納得いかないんダヨー！」

　病室の窓の外にぽっかりと浮かぶ入道雲を眺めながら、俺はぽつりとつぶやいた。

「……ぼく、もうどうでもいいんだ。どうせ一人ぼっちなんだし……」

　俺の脳裏に事故の瞬間がフラッシュバックする。

　対向車線から進路を逸それて向かってくる大型トラック。

　鳴り響くクラクション。

　父さんと母さんの悲鳴。

　激しい衝突と音。

　潰れたフロントガラス。

　口に広がる鉄の味──

　あとのことは憶おぼえていない。

「ねえ、イツキ……」

　ふいに青い目のピエロが俺の頭にポンと手を置いて優しく撫なではじめた。

「世界は冷タイ。現実は辛つらくて悲しくて理不尽なことばっかり起キル。でもね、そんな世界だから僕たちは笑うんダ。辛いことも悲しいことも理不尽なこともみんなで笑い飛ばしテ、現実と向き合って戦うんダ」

「ピエロさんはそうやって戦ってきたの？」

「たまに逃げちゃったけどネ……。何度も心が折れテ、何度も嫌になって投げ出したくなることもあったヨ。でもネ、こうして広い世界を飛び回っていると、たまに君のような少年に会ウ。そして僕はこう思うんダ。僕が逃げてドウスル？　人を励ますために僕がいるんダロウ？　一緒に戦わないト、ってネ」

　そう言うと青い目のピエロは顔をくしゃくしゃにして笑った。

「……ぼくは勝てるかな？」

「勝てるようにイツキにだけ奇跡を起こす魔法の言葉を教えヨウ。いいカイ？　秘密の言葉だからみんなには内緒ダヨ？　……──」




　──その日の青い目のピエロことパリアッチ・カニオは、世界的なストリートパフォーマーであり、彼が慈善事業の一環で世界中の病院にホスピタル・クラウンとして訪問していると知ったのは、俺が退院してすぐのことだった。





第二章　俺がギャルに説教をしてなにが悪い！







　あとになってよくよく考えてみたら、なんて自分は無駄なことをしたんだろうなと思うことはないだろうか？

　席替えの翌日のこと。俺はお隣のおビッチさんこと市いち川かわの生態をそれとなく観察していたのだが……。




　その一、授業中。

　それとなく隣に目をやると──

「すー……すー……すー……」

　授業中は静かにご就寝のご様子。

　やっぱり夜行性か。おそらく昨晩もオールナイトフィーバーしていたんだろうな。

　にしたっていい眠りっぷりだなー。涎よだれまで垂らしちゃってまぁー……。

　かと思いきや、四時間目はバッチリと目を覚まして熱心にノートをとって──ん？

　なにかの違和感に気付いてそれとなくノートを覗のぞき見ると、それはそれは見事な落書きがノート一面に描かれていた。

　よく見れば落書きというよりも授業中の風景画。

　デッサン調でしかも妙に立体的で無駄に上う手まいじゃねぇか。先生の表情なんか生き生きしていて、生徒一人一人の手先まで脈打つようだぜ。まるで晩年のレオナルドの筆致に似て──見なかったことにしよう。

　芸術家の片へん鱗りんを垣かい間ま見みた気がして、俺は何事もなかったかのように、そっと自分の教科書に視線を戻した。




　その二、昼。

　市川は群れで食事をとる習性があるらしい。

　別のクラスのやつまで集まって大所帯になっている。ギャル友だけじゃなく、なかには普通の見た目の子も。

　普段はつんけんしているように見えて、なかなかコミュニティーは広いらしい。

「愛あい莉りまた太ったんじゃねー？」

「あー、確かに愛莉のほっぺたぷにょぷにょー！」

「うっそ？　絵え梨り華かも理り沙さもひっどー！　えー、あーし太ったかなー？」

　なんていじられたりして笑っている。意外といじられキャラなのかもしれないなー。

　……ところで、楽しそうだけどなにかを忘れてはいないかい？

　そこ、俺の席なんですけど……。

　購買に行っていた隙に、絵梨華とかいう赤毛のショートカットのギャルに俺の席が占拠されていた。

　で、けっきょく俺は誰も寄り付かない特別棟の屋上で春風に吹かれながら飯を食うことになった。

　ひえぇーっくしっ！




　その三、放課後。

　速攻で帰って遊びに行くと思ったら市川はクラスの連中数人と集まってネット配信の恋リア系番組の話題で盛り上がっている。絵梨華と理沙も一緒だ。

　お嬢様方、楽しそうでなによりでございますなー。

　市川たちが話してる番組は、高校生の男女複数人が二泊三日の旅行に行き、そこで恋に落ちて告白するという企画ものだ。

「でさー、修しゅう太たくんの前でもじもじしてるちむりーがさー、可か愛わいくってー」

「あー！　それすっげーわかるー！」

「ちむりーちゃん可愛いよねー」

　ちむりーって誰ぞなもし？

　俺にとっちゃどうでもいいが、市川たちの推しはちむりーという女子高生らしい。

　ちむりーね、ちむりーっと……。

　スマホで検索してみたが上の下って感じの見た目のギャルだった。メイクの感じは市川に似ている。いちおうは市川と同じ女子高生読者モデルらしい。

　悔しいが市川のほうが可愛いな。次のシーズンはお前が出演しろよ。あ、彼氏持ちのおビッチさんはＮＧか。

　へぇー。次回の放送でいよいよ修太へのちむりーの告白の結果が明らかに、かー。要チェックだな、これは！




　──ちょっと待て。




　俺は立ち上がって両手を静かに机においた。

　この二日間観察して市川愛莉についてわかったこと……。

　あいつ、学校来てるのにぜんっぜん勉強してねえええぇぇぇーーー……。

　思い起こす限り、あいつは一ミリも勉強していない。皆無だ。授業中に勉強する素振りさえ見せていない。寝てるか遊んでるか友達とリアリアしてるかのどれかだ。

　え？　学校の勉強が簡単すぎてつまらないからやらないの？　塾で勉強してるから大丈夫とか？

　だとすればよほどの天才、もしくは真性のアホか……。おそらく後者に違いない。

　あはは……激しく無駄なことに時間を割いちまったな……。うん、無駄だった。

　じゃ、無駄なことが無駄なんだとわかったところで、ちょっと野暮用を済ませて帰るとしますかー。
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「それで……よほどの天才か真性のアホか、君はどちらだと思う？」

　職員室の片隅、応接スペースと言ったとこか。俺は吉よし沢ざわ先生に呼び出しを食らっていた。

　今、目の前に座っている吉沢先生はその豊満な胸をぐいっと持ち上げるように腕を組んでいる。思わずそこに目が行ってしまいそうになるのをこらえておかねば。ゴクリ……。

　なぜなら先生の眉間にはこれでもかってくらいの深い皺しわが、しかも青筋まで立てちゃってまぁー……。

　ああ、きっとあのビッチのことで相当苦労していらっしゃるんだろうな。

「では俺の見解を。この二日間観察してみたところ、市川愛莉は真性のアホのほうでした。もう間違いありません。あいつはまごうことなき今世紀最大のアホの一人です。アホが制服着て校内を歩き回っているとしか言いようがありません」

「誰が市川の話をした？　私が言っているのは宮みや守もり樹いつき、君自身のことだ。あれかね？　君はやはりアホなのかね？　今世紀最大のアホが制服着ているのは君のほうだろうが」

　あっれー？　おっかしいーなー？　吾わが輩はいがアホであるとおっしゃいますかー。

「呼び出しておいていきなりアホとか失礼ですよ？　なんですか？　真面目なイチ生徒のガラスのハートを傷つけたいんですか？　そうですか？」

「ふぅー……。では、これを見たまえ」

　吉沢先生がテーブルの上にパンと差し出してきた見覚えのあるプリント。表題には進路希望調査アンケートと書かれていて、氏名欄には俺の名前。

「これは君のアンケートだ」

「はあ？　私めのアンケートでございますなぁー」

「……で、これはなんだね？」

　第二から第四志望までは空欄。残る第一志望はというと──




『海外デビュー！　（やってやるゼイ！）』




「ふざけているのかね？」

「いや、割と本気ですけど？」

　吉沢先生のこめかみがピクピクと動き、テーブルをバンと叩たたいた。

「いいか？　どこの世界に高校二年生にもなって大学やら専門学校やら職種やらを書かずに海外デビューなんて書くやつがいる？　今や小学生まで将来の夢を公務員や事務員と書く時代だぞ？　君は現実逃避しているのかね？」

　うわー、小学生から将来の夢が安定志向。

　せめてサッカー選手とか花屋さんとかにしろよ。

　ちなみに俺はサッカーボールって書いたなー。

「俺は常に目の前の現実と戦ってるんですよ。安定に逃げるのは現実に押しつぶされそうな自分を守るためでしょ？」

「この男、減らず口を……。しかもなんだ、このカッコ書きは？　『やってやるゼイ！』ってなんだ？」

「あ、それは俺の気持ちの表れと言いますか、本気アピール的な？」

「だ、か、らっ！　そういうことじゃなあああぁぁぁーーーいっ！」

　職員室の窓が震えるくらいの馬鹿でかい声を出した吉沢先生は、そりゃあもう相当お怒りのご様子だった。

「ハァハァハァー……。いいか、宮守。よぉーく聞くんだ……」

「は、はい……」

「君の成績は一年のときから学年でトップだ。学力特待生で、全国模試の結果も上位ランカー。これがどういうことを意味しているかわかるかね？」

「……勉強がよくできる、と？」

「よくじゃない！　大変もしくは非常にだ！」

「は、はあ？　そりゃどうもありがとうございます」

「だったらどうして志望欄に大学名を書かない？　君だったら国立の難関大だって目指せるんだぞ？　そもそも学力特待生じゃないかっ！　まだ進路を決めかねているのかね？」

「いやーべつに大学生になってまで勉強したくないんで。学力特待生は学費免除のためだし。というか俺、高校卒業したらそのままアメリカに渡りたいんで」

「そ、そうかっ！　わかったぞ！　それはつまり留学したいということだな？」

「あー、だからですね、留学とかではなく、単に向こうでやりたいことを──」

「留学ではないならなんだね、君のやりたいこととは？」

「ふふふ……。そんなに知りたいですか？　俺の夢」

「それほど聞きたくはないし、仕事だからこうして聞いてあげているんだ！」

　なんて率直な大人のご意見なんだろう。「君のためだ！」とかもう少し熱血教師っぽく言ってもらってもよろしいのではなかろうか？

「それで、君のやりたいこととはなんだね？」

「秘密です」

「ブレんな、君というやつは……。いいから教えたまえ。悩んでるなら相談に乗るぞ？　いちおう仕事だからな」

　仕事仕事って、こりぁー結婚できねぇな、この人……。

「……君、今失礼なことを考えていたな？　……捥もぐぞ？」

「どこをっ？」

「……色んな部位だ。いいから言いたまえ！」

「だから書いてあるじゃないですか？　海外デビューって……」

「なにでだっ？」

「秘密です！」

　はぁーと深いため息を漏らした吉沢先生は、ソファーの背もたれにどっと体重を預けた。それと同時に、吉沢先生の豊満な二つの膨らみが白いシャツ越しにグイッと強調される。

　なにかのご褒美？　あっし、思わず生唾ゴクリで前まえ屈かがみなのでござんす。

「なあ、宮守……。君は今なにを考えている？」

「おっぱいがいっぱい……」

「は？」
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「あ、いえっ！　なんでもないでござんす！」

「なんだね、その変な口調は？　ふざけているのか？」

「なはははー」

「まあいい……。そんなことよりこの海外デビューというのは本気なんだな？」

「はい！」

「そうか……。秘密にしたいならこれ以上深く詮索しないが、念のためアンケートの提出期限をゴールデンウィーク前までにしておく。それにまだ二年だしな。これから心変わりすることだってあるだろう。とりあえずご家族と話して、じっくりと考えてみたまえ。いいな？」

「え？　あ、はぁ……？」

　由ゆ里り姉さんには許可をもらってるし、書くことは一緒なんだけどなぁー……。

　ようやく解放され、職員室を出ようとしたとき、「宮守」と吉沢先生に呼び止められた。

「なんですか？」

「たまには足踏みするのも悪くないぞ？」

「どういう意味ですか？」

「言葉通りの意味だよ。もしも海外デビューを本気で目指しているのなら……芸道の真髄を究めたかったら、まずは立ち止まって世界を広い視野で見たまえ。まっすぐ前だけ見て突き進んでいたら、横に落ちている大切なものを見落とすからな……」

　なにか意味深なことを言い残して、吉沢先生は奥に引っ込んでしまった。

　芸道の真髄ね……。

　海外デビューを果たしたら今の言葉そっくりそのまま使わせてもらうか。
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　職員室をあとにして昇降口まで来た。

　靴を履き替えたところでいきなり、

「ちょっとあんたっ！」

　と呼び止められた。

　その声はやっぱりというかおビッチさんこと市川だった。どうやら俺のことを待ち伏せしていたらしい。

　何事かと思いきや、市川は腕組みをしながら持ち前のつり目をさらにつり上げて俺を睨にらんでくる。

「あんたさー、昨日からずっとあーしのこと見てなかった？」

　あー、なんだ。気付かれてたかー。

「見てたっしょ？　しらばっくれてもダメだからね！」

「ああ、見てたぞ。ずっとじゃないけどな」

「キッショ！　な、なに？　開き直ってんの？　マジでストーカー？　キッショ！」

「そうですよねー、キショいですよねー、ストーカーじゃありませんけどー」

　俺がフッと笑うと市川はさらに一歩引く。

「なにその態度？　むかつく！　あんた、あーしになんか言いたいことでもあるわけっ？」

「ありありだがなしなしだ。言ったところでアホのお前にはわかるまい」

「あ、今あーしのことアホって言った！」

「言いましたけどなにか？」

「マジうざっ！　そんな態度だからあんたボッチなんだよっ！」

「へーへーすみませんねーボッチで」

「なにその言い方ぁ！　マジムカつくっ！」

「俺にムカつくのはべつにどうだっていい。でもお前、学校来ても勉強してる素振りも見せないし、アホはアホで確定だろ？」

「はぁ？　うざっ！　べ、勉強なんてどうでもいいしっ！　たしかに勉強できないけどあんたに言われる筋合いなんてない！　あんただってどーせ引きこもりのゲームヲタクでしょっ？　勉強できないのはあんたも──」

「いや俺、いちおう学年一位だから」

「え……？」

　市川は目を点にした。どうやら俺を本気で引きこもりのゲームヲタクだと勘違いしていたようだな。

「俺、これでも学力特待生だからな」

「そ、そうだったんだ？」

「……ま、俺の場合は勉強できないとしかたねぇんだよ」

　俺は学費免除のために上位の成績をとり続けないといけないんだ。

　お世話になってる由里姉さんには迷惑はかけられないしな……。

「しかたないってなにが？」

「……なんでもねぇ。そりゃそうと昨日一つ言い忘れたことがある。俺もお前が嫌いだ。リア充様がリアリアしやがって」

「はぁ？　それってボッチがただひがんでるだけじゃん！」

　市川は顔を真っ赤にして言い返してきたが、俺は怯ひるまない。

「俺の目から見たお前は、自分がやらなきゃならないことから目を背けてるだけなんだよ」

「な、なに？　やらなきゃいけないことって……」

「勉強だよ勉強。お前、学校になにしに来てんだ？　この二日間観察してたが、寝るか、スマホいじるか、遊ぶか、お友達とダベるばっかで、勉強のべの字もねぇじゃねぇか。なに？　現実逃避？」

「あ、あーしだって勉強くらいするしっ！」

「いつ？」

「て、テスト前、とか……」

　市川の目が泳いだ。

　テスト前ねー。それすらも怪しいもんだ。

「そんなんじゃダメだ。もっとド真剣にやれよ」

「べ、勉強勉強って！　そんなに勉強することが偉い？　そんなのより学校来たら友達とダベってたほうが楽しいじゃん！　自分は勉強できるからって、いい加減キショいんですけどっ！」

　ああ、こいつにはなに言ってもわかんねぇんだろうな……。

　いや、そもそも他人にわかってくれと言うほうが傲慢な考えなのかもしれない。

「そりゃお前、学校で勉強したくてもできないやつだっていんだろ？」

「え？」

「あ、いや──」

　頭が熱くなりすぎて、つい口を滑らしてしまった。

　一瞬、病院で入院している子供たちの姿がチラついてしまったから。

　彼らはときどき看護師さんたちにぼそっとこう言うらしい。

「早くよくなって学校に行きたいなー」と。

　でも、彼らは自分たちがワガママを言える状態ではないことを悟っている。

　だからけっして人を困らせるようなことは言わないんだ。

　自分を押し殺す生き方に慣れてしまっているから。

　いや、しかしこれは余計な干渉か……。

　本当に余計な干渉だったな……。

　ため息を一つ吐いて一旦冷静になる。

「余計な世話かもしんねーけど、とにかくお前、授業中は勉強したほうがいいぞ。健康な体で、金を出してくれる親もいるんだからな」

「それどういう意味？」

「言葉通りの意味だよ。じゃあな」

　なんだか後味が悪いまま、俺はその場から退散した。
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　土曜日、俺は電車で遠出して海浜パークに来ていた。

　目の前には水平線と青空が広がっている。いやー、海風が気持ちいいね！

　ここは俺のジャグリングの練習場所の一つで、月に一回程度、晴れた日に来ることがある。ホスピタル・クラウンと同じ、実演練習ってところだな。

　ただ、ピエロのときと違うのは、俺が披露するのが本格的なストリートパフォーマンスということだ。

　ちなみにパフォーマーのとき、俺は『MAMEZO』になる。

　パフォーマンスイベントに参加するときなんかはこの芸名で活動している。

　知名度は──まあ、それなりだ。

　少し歩いて人が集まっている広場の一角にやってきた。

　俺はスポーツバッグからいそいそとジャグリングの道具を漁あさる。

　さてと。今日はとりあえずこいつから始めようか。

　俺はスポーツバッグの中からシガーボックスと呼ばれる箱を三つ取り出した。木製なので少し重いが、プラスチック製よりもこいつのほうがしっくりとくる。

　さてさて、じゃ今日もいっちょやってやりますかー！




「──イッツ、ショータイム！」




　俺は両手にシガーボックスを一つずつ持って、間にもう一つのボックスを挟み、次々に技を繰り出した。

　端返し、持ち替え、中抜き、外抜き。技を繰り返すたび、カンカンと木の箱同士がぶつかり合う音が鳴って、これがまた心地いい。

　やっぱシガーボックスは木製に限るね。

　次第に音に釣られて人が集まってきた。これもシガーボックスのいいところ。あれ？　っと思わせて、パフォーマンスに引き込む役割だ。

　親子連れ、おじいさん、おばあさん……あとカップル……は正直いらんな。みんなが俺の技を感嘆して見ている。よし！

　調子が出てきた俺は足くぐりという技を見せたあとに、外抜き、中抜き、片手ひねりからの大回転を繰り出した。

「おおー！」

「すごーい！」

「やるなぁー！」

　オーディエンスから感嘆の声が上がる。

　見たか大衆よ。地味だと思われがちなシガーボックスだって連続技でカッコよく見せられるんだぜ！

　だがまだまだこれからだっ！

　俺は技を細かく速く、しかし緩急をつけながらフィナーレに向かっていく。

　最後に中に挟んでいる箱を空高く飛ばし、くるっと回ってキャッチする。これは中飛ばし一回転キャッチという技だ。

　うーむ、綺き麗れいに決まると気分がいいね！

　オーディエンスが拍手を送ってくれる。うん、マジで気分がいい。

　見るといつの間にか十数人の人垣が築かれていた。

　ま、当然だ。なにせこちとらプロ志望。魅せ方はかなり研究している。

　次にバッグから取り出したのはデビルスティック。

　これは棒三本を操るジャグリングの一つだ。

　センタースティックという棒を両手に持ったハンドスティックで叩きながら持ち上げ、回転させたり飛ばしたりする。

　まだまだ練習中で、俺のできる技は六種類。

　まずは基本のアイドリングからハーフフリップという半回転技、フルフリップという全回転の技につなげていく。

　それだけでもセンタースティックが浮いているように見えるのですごいと思われがちだが、これは練習すれば誰でもできる。

　難しいのはこれからだ。

　俺はプロペラという横回転の技を繰り出し、そこからソーという縦回転の技に切り替え、さらにプロペラに戻す。

　この技が安定してできるようになるまで三週間かかった。今でもたまに失敗するが、今日はどうやら調子がいいらしい。

　海風を読み、一瞬風が穏やかになった瞬間、

「よっ！」

　と俺はそのままフライングヘリコプターという技でセンタースティックを空高く飛ばした。空中で旋回したセンタースティックが落ちてきたところを柔らかくキャッチしてからまたアイドリングに戻す。

「おおっ！」

「すっげー！」

「かっこいいっ！」

　最後は高難易度の連続技。ハーフフリップ、フルフリップ、プロペラからのフライングヘリコプター、その間にハンドスティックの持ち替え、ラストはキャッチ。

　お辞儀をするとまた歓声と拍手が起こった。

　うーん。今日は技のキレもいいし、晴れているし、オーディエンスもノリがよくて気分がいいぜ！
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　小一時間ほどしてひと通り演目を披露したので、とりあえず休憩することにした。

　終わりを悟ったオーディエンスはわらわらと去っていった。

　俺は自動販売機で炭酸飲料を購入し、近くのベンチにどっかりと腰を下ろした。

　炭酸飲料を飲みながら、ぼーっと目の前を通り過ぎる人たちを眺める。

　だいたいはカップルか友達同士か家族連れ。ほとんどがだれかと一緒だ。

　一人ポツンとベンチに座ってるのは俺くらいだな。

　ふと由里姉さんの言葉が思い出された。




『とにかく樹、自分のやってることを秘密にするのはいいけど、そろそろ友達の一人でも作んなさいよー？』




「友達ねぇー……」

「なに？　やっぱ友達欲しいわけ？」

「んなわけねぇだろ。性に合わねぇ。面倒ごとが増えるだけだ」

「そーかな？　確かにそーかもだけど、一緒に遊んだりしたら楽しいじゃん？」

「ははっ。俺にゃあ遊んでる暇なんてねぇーの。俺には夢があってな、やらなきゃいけないことが……ってはあああぁぁぁ!?」

「う、うっさ！　いきなり叫ばないでよっ！」

「な、おまっ、なんでここにいんのっ？」

　俺は激しく動揺してしまった。

　だって、ベンチの後ろに市川がいるんだもの。

　なんか独り言なのに会話が成立してるなぁと思ったら市川だったんだもの。

　どうして隣の席のおビッチさんがこんなところに？

「なんでって、今日撮影だからー」

　市川が指差したほうを見ると、カメラや照明機材を持った大人が海辺に集まっていた。

「……ＡＶ？」

「ち、違うしっ！　キッショ！　読モだしっ！」

「ああ、お前がやってるお仕事ね……」

　そういやこいつ、ギャル系雑誌の読モだったっけ……。

　確かに今日はいつもと雰囲気違うなー。私服だし髪をアップに束ねている。

　服は季節感無視してすでに夏っぽいけど。

「確かにお前、見てくれは可愛いもんなー。今日の服もムカつくぐらいお似合いだし」

「か、可愛いって、なにいきなり？　てか、それ褒めてんの？」

「いや、見たまんまを言っただけだ。つーかお前、そんなに丈の短い服で寒くねぇの？」

「あ、これ初夏のコーデだから。ちょっと寒いけど今日はまだヘーキ」

「ふーん。まだ春だっつーのに大変だなー」

　いや、そんなことよりも……。

「ところでお前、いつからここにいんの？」

「ついさっき。午前中の撮影終わってうろうろしてたら、なんか全身黒い服着た変な人がいるなーって思ったらあんただった」

　よかった！　ジャグリングしていたところは見られてない！　って、え？　変な人？

「お前、読モのくせに知らないのか？　こいつはモダンスタイルって言うんだぜ？」

「それ、ぜったいモダンスタイルの定義間違ってるから」

「え？　そうなの？」

　全身黒でコーデするのがモダンスタイルだと思ってたー！

「てか、あんたはここでなにしてんの？　しっかも汗だくだし……。やっぱあーしのストーカー？」

「ちっげぇーよ！　誰が汗だくのストーカーだっ！　俺は、ほら、休日のお散歩中だ。健康増進のためにな」

「ジジくさっ！」

「ほっとけ！」

　市川は俺を訝いぶかしむような目で見た。

「へー。散歩ねー……」

「なんだよ？」

「べっつにー。暇そうだなって思っただけ」

「それもほっとけ。俺にとっちゃ大事な日課だ」

「あーそ。そーいやあんた、さっき夢がどうとかって言ってなかった？」

「いや、聞き間違えだろ？　お前とここで出くわしたのが悪い夢みたいだって言ったんだ」

「こ、こっちのセリフだしっ！　せっかくあーしが話しかけてあげてんのにっ！」

「その上から目線がマジで腹立つからやめろ。つーかお前、撮影の途中だろ？　戻んなくていいのかよ？」

「休憩中だしべつにー」

　いや、そういうことじゃなくて、なんでわざわざ話しかけてくんの？　俺のこと嫌いなら無視しといてくれよ。

「──あ、いたいた！　愛莉ちゃん！　もおぉー！　さがしたわよっ！」

　パタパタと乙女のような走り方でこちらに駆けてくる、花柄のシャツをはち切れんばかりにピチッと着こなした男性。

　乙女のようなくねくねした走り方なのに、なぜかスピードは短距離走の選手と同じくらい出ている。

　なんだね、あれは……？

「うーわ、モグさんだー……」

「えーっと、モグさん？　お知り合い？」

「あーしのスタイリストさん」

　市川が言い終わるやいなや、モグさんと呼ばれた花柄シャツのピチピチ男が俺たちのところに到着した。

「ランチ一緒に食べようって言ったじゃないよもうっ！」

「そーでしたね、あはははー」

「もうーまったくー！　──あ、ところでその子、愛莉ちゃんの彼氏ぃー？」

「モグさん違うから！　こいつはただのクラスメイトだから！」

「み、宮守です……」

「あらやだっ！　さっき愛莉ちゃんが話してた宮守くん？　こんなところで会うなんて奇遇ねぇ！　それとも運命かしら？　それとも愛莉ちゃんのストーカー？」

「違いますから！　つーかお前、俺のことを話してたの？」

「ただの悪口だから！」

「あそう……。いやそれ、聞きたくなかったわ」

　俺たちのやりとりを見ていたモグさんは「ふふん」と笑って俺を見た。

「あたしは早さ乙おと女めモグリ！　愛莉ちゃんのスタイリスト。年齢はぁー、ヒ、ミ、ツ！　あ、よかったら宮守くんも一緒にランチどう？」

「あはは……。面倒くさそーなんで激しく遠慮しておきまーす」

「あらやだん！　この子ってば正直者ねー！」

「いでででっ！」

　早乙女さんがバシバシと肩を叩いてくる。想像以上に力強いな、この人……。

「それはそうと──」

　急に早乙女さんの唇が俺の耳元まで接近する。ぞわっとするぞわっと！

「──ねえ、宮守くん。愛莉ちゃんと仲良くしてあげてちょうだいね？」

「いや、嫌ってんの向こうですから」

　そういう意味では両想おもいですけどねー。

「あらーん、そんなことないわよー。あんなに自然体な愛莉ちゃんなんて普段見ないから、きっと宮守くんが本音で話せる相手なんだと思うわ」

「え？」

「ふぅー」

「ぎょえええぇぇぇーーー！」

　いきなり耳に息を吹きかけられて全身をヤスリで擦られた感じになった。

「それじゃあまたねっ！　宮守くんっ！」

　ややあって市川は早乙女さんに連れられてランチに向かった。

　とりあえずジャグリングのことが市川にバレてないっぽくて良かった。

　しっかし、学校の外で二度もエンカウントするとはねー……。

　これって運命？　いや、不運のほうだな。

　君子面倒くさきに近寄らずって言うし、こりゃあ早々に退散するとしますかねー。

　にしたって本音で話せる相手か。

　本音で悪口を言える相手、の間違いだと修正しておこう。
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「──それで、またその市川さんって子と会ったの？」

　夕食時にまた市川の話題が出ると、由里姉さんが興奮気味に食らいついてきた。

「ああ、まったく災難っつーか災害っつーか……。行くとこ行くとこあいつと出くわすんだなー、これが」

「それは運命ってやつだねー。樹、実はその子に惚ほれたとか？」

「んなわけあるかっ！　ただただ迷惑だっつーの、あんなギャル……」

「あらそう？　照れちゃってー！　このこのー！」

「照れてねぇから！」

　あんなやつのこと口にするんじゃなかったぜ……。

「とにかく迷惑は迷惑なんだ。それに面倒くせぇ。いちおう今日のもバレちゃいなかったからよかったが、次はいよいよバレるかもしれねぇしな……」

「べつにバレちゃってもいいんじゃない？　今日のは……えっと、なんだっけ？　『MOMIZO』だったっけ？」

「んな卑ひ猥わいな芸名じゃねぇやいっ！　『MAMEZO』だよマメゾー！」

「そうそう、それそれ。べつにピエロのほうじゃないんだしいいんじゃない？」

「あのね、『マーライオン』こと鈴すず木きくんは、みんなにユーチューバーだってバレてイジられすぎた結果、シンガーソングライターになろうと駅前でギター弾いてたの。それ、またクラスの連中にバレて、ユーチューブにあげられて世界中の晒さらし者ものにされたんだぞ？　そのあとも卒業までイジられ通しだったんだからな。俺はあんな末路は御免だね！」

　しっかしあの切ないバラードは鈴木くんの心を歌っているようで、なんつーか心に染みたなー……。

　しかも、そんときの動画再生回数がユーチューバーやってたときよりもはるかに多かったし。

　それ見たとき、もういたたまれなくていたたまれなくて……。

「かっこいいじゃん、ストリートパフォーマーって響き。略してストパー！」

「誰がさらさら髪だ！　将来の夢がストリートパフォーマーなんて言ったら、痛いやつが痛いことしてるって思われてお終しまいだっつーの……」

「そうかな？　あたしはそうは思わないけど。ねぇ、香か織おりはどう思う？」

「……マジでどぉーでもいいし。てか厨ちゅう二に過ぎてマジで引く」

「香織！　だからそういうのは口に出しちゃダメ！　樹はちょっと常識の枠から外れているだけって思っておきなさい！」

「はーい」

「だから由里姉さん？　それ、フォローじゃないよね？」

　今日も今日とて騒がしい和泉いずみ家であった。
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　そして事件は翌週の月曜日に起きた。

　またあのギャルの隣に座らなきゃいけないのかぁとテンションだだ下がりだった週明けの朝、いよいよ俺史に残る大事件が起きてしまう。




　現時刻は八時十分。始業までまだ三十分もある。

　にもかかわらず、市川愛莉がこんな朝早くから学校に来てスマホを弄いじっているなんて、俺はなにか悪い夢でも見ているのだろうか？

　いや、待てよ。ははーん。

　おそらくこいつは普段遅刻している分を早く来てフレックスとか言って帳尻を合わせようとしているんだろう。

　なんて愚かなやつなんだ。そんなことをしたところでうちの学校はフレックスタイム制なんて導入してねぇぞ。

　さーて、知らんぷり知らんぷりーっと。

　だが、市川は教室に入ってきた俺の顔を見るなり、ガタンと立ち上がった。

　そして、俺のそばまでツカツカと寄ってきて、俺をきいっと睨みつけ、わずかに口元を動かした。

「な、なんだよ？」

「あ…しに…きょ…を……て……」

　プルプルと全身を震わせて、なにか呪いの言葉のようなものを発した市川。

「すまん、全く聞き取れなかった」

　いや、本当は聞こえていたんだけど、いちおー念のため……。




「──だからっ！　あーしに勉強教えてっ！」




　朝日が強烈に差し込んでいるせいかもしれない。

　学校一の美少女ギャルと名高い市川愛莉の顔が真っ赤に染まっていた。





第三章　俺がギャルに振り回されてなにが悪い！







「えっと、ちょっと待とうか市いち川かわさん。ここは冷静に話し合おうじゃあないか？」

　朝っぱらからやや興奮気味な市川に対し、俺は意味不明な緊急事態に困惑しながらも、どうどうと猛牛をあやすような仕草をする。

「まず、どうしてそうなった？」

「あーしに勉強しろってあんたが言ったんじゃん。だからあーし勉強することに決めたし」

　あー、そりゃよかったよかった。めでたしめでたしー。だからはよ終われ。

「でさー、土日、ちょっと家で教科書開いてみたんだけど全然わかんなくって。気づいたら土日が終わっちゃってたのー」

「そりゃ残念だったなー。お悔やみ申し上げるよー、南無南無……」

「だから勉強教えて」

「はーいストップー！　その辺りが急転直下すぎて不可解だ。そして奇妙。なんで俺？　え？　なんで俺？」

「だ、か、ら！　あんたが勉強しろって言ったんじゃん！　やる気にさせたんだから最後まで責任とってよ！」

「え？　責任ってなぁに？」

「あーしに勉強しろって言った責任」

「理不尽な……。んな責任とりたくないわっ！」

　グイグイと近づいてくる市川に対し、俺は一歩ずつ後退する。

「つーか、なぜに俺？　勉強教えてくれるお友達だったらいっぱいいるでしょうに。君、リア充様でしょうに」

「だってー、みんなに勉強教えてってお願いしたら迷惑かけちゃうじゃん」

「……おい待て。俺なら迷惑かけていいのかよっ！」

「うん」

　即答かよ。なんてやつだ。

「いいから勉強教えて！　お願い！　ね？」

「嫌ですぅ。無理ですぅ。俺だって迷惑なんですぅー！　自分のことは自分でなんとかしてくださいー！」

「こんなに頼んでるのになんでダメなの？」

　そんなに頼んでねぇじゃねぇか。

「そりゃお前、なんで赤の他人のお前に教えなきゃならない？　こないだ嫌い宣言したばっかじゃねぇか！」

「他人？　あ、そっか！　じゃあ友達になる？」

「は？　トモダチ？」

「知らない？　一緒に遊んだりー、困ったときに助け合ったりー──」

「いや、それくらい知ってるよ？　なに？　ボッチだからってバカにしてんの？　そうじゃなく、なんで俺がお前と友達にならにゃあいけないんだって話」

「友達になったら困ってるあーしに勉強教えてくれるんだよね？　なろ、友達。記念すべき一人目のお友達だよー？　今日は記念日だねー」

「ならない。そんな利用されるような関係全然嬉うれしくない。そしてそんな記念日はいらんっ！」

「じゃあ彼氏……は無理っ！　マジで無理っ！　あーし大学生の彼氏がいるもんっ！　いやマジでないわー……」

「あー、さいですかー……」

　なぜ告ってもないのにフった上に必要のない情報までぶっこんできやがったの？　そしてなぜ自分で言ってそんなに引いてんの？　俺を傷つけたいの？

「じゃあ、どうしたらいい？」

「俺が勉強を教えないならいい」

「ダメじゃん！」

　諦めろ。俺には学校一の美少女ギャルに勉強を教えるキャパはないし、変な噂うわさが立っても困る。俺は卒業まで平穏無事な毎日を過ごしたいだけなんだ。

　ちょうどそのとき教室に女子生徒が入ってきたので会話が中断された。

「おはよー……え？　愛あい莉りちゃん？　どしたの？　今日早いねー？」

「あーうん。ちょっとねー……」

　市川は俺をきいっと睨にらみ付つけると、どっかりと自分の席に腰を下ろした。いよいよ諦めたのだろう。

　それからわらわらとクラスの連中が登校してくるまで、市川は面白くなさそうにスマホを弄いじり続けていた。





＊　＊　＊






　しっかし、なんというかあれだ。

　ちょっとでも関わりをもつと二度目三度目が当たり前になるように、この日一日市川はいろいろとやらかしてくれた。




「──えー、であるからしてー、あー、芥あくた川がわはー」

　一時間目の現代文の時間。いつもどおり川かわ口ぐち先生の「えー」「あー」が伸びやかに眠気を誘ってくる。

　さてさて、隣の席の市川さんはと言うと──

「すー……すー……」

　机に突っ伏して気持ちよさそうに惰眠を貪ってやがる。

　というか一時間目の初しょっ端ぱなからずっとこんな調子だ。ノートをとっているうちにコクンコクンと首が動いたかと思うと、いつの間にか腕を枕にして寝ていた。

　おいおい、勉強するって決めた矢先だろうが。

　呆あきれて斜め前の桜さくら井いを見ると、彼女は真面目にノートをとっていた。

　にしても、美少女が勉強する姿も絵になるよなー。

　たまに桜井は顎に指を当てて手を止めている。たぶん考え事をしているときの桜井の癖なんだろう。

　横髪を耳にかける仕草なんか清せい楚そなお嬢様って感じで、もう見てるだけで好きになっちゃいそう！　いやもうこれ好きかも！

　そんな感じで授業が進み、ちょうど中盤に差し掛かったころ──




　──ポト。




　ん？

　俺の机の上になにかが落ちた。

　見ればノートの切れ端を畳んだもの。

　紙が飛んできたほうを見ると、これを投げてきたであろう人物と視線がかちあった。

　やっぱりというか市川だった。

　市川はニヤニヤしながら「紙を見ろ」と指示してくる。

　なんだよいったい？　どーせ勉強教えて、とかだろ？　わざわざ授業中に手紙回してくんなって──

　うんざりしながら紙を広げるとこう書いてあった。




『現国の川口ぜったいズラだよねｗ』




　…………は？




　市川のほうを向くと今にも吹き出しそうになりながら腹を抱えている。

　中学生かっ！

　無視して前を向く。

　まあでも、確かに不自然なんだよな、あの頭。生えてるっていうか載ってるって感じだ。

　……って、ちょいちょいちょいっ！

　乗せられるな！　今は授業中だ！　無視だ無視！

「えー、であるからしてー、あー、老婆はー、えー、死人の髪を抜いてだなー、あー、カツラにしてー──」

　おい、市川よ。

　授業に集中したいのにおかげでさっきから川口先生の頭部に集中してしまうではないか。しかも川口先生が一番口にしてはいけない禁句まで飛び出しちゃったぞ！

　しばらくしてまたポトッと紙が飛んできた。




『さっきよりちょっとズレてない？ｗ』




「プッ！　クプププー！」

　いよいよ俺は限界に達した。

　静まり返った教室にいきなり俺の笑い声が響いたもんだから、周りの生徒たちが引きながら俺を見てきた。

「おいそこっ！　宮みや守もり！　なにを授業中に笑ってる！　集中しろっ！」

「ひゃい！　ず、ずびばぜんー！」

　もう笑いながら謝るしかない。

　いや、心の底から申し訳ない気持ちはあるんですよ、ほんとですよ。

「授業中にいきなり笑い出すとかクレイジーなやつだぜ」

「てか怖い……」

「相変わらずボッチはなに考えてるかわからねぇ」

　俺が吹き出したのを見てクスクスと冷ややかな笑い声が聞こえてきた。

　桜井に至っては怪け訝げんな表情を浮かべている。

「もういいっ！　次のところ、お前読めっ！」

「は、はいー……」

　市川のほうを睨みつけると、また腹を抱えて笑いを堪こらえている。

　なんなのこいつ？




　四時間目の英語の時間。英語は俺の超得意分野だ。

「ねえねえ」

　はぁー……。どこからか囁ささやきが聞こえてきたが無視。幻聴だ、たぶん。

　俺ってば朝から色々あって疲れてるんだな、きっと……。

「ねえってば」

　うえっ……。やっぱり幻聴じゃなかったか……。

　うんざりしながら声のするほうを向くと、やっぱり市川と目が合った。

「なんでしょうか？」

「宿題の単語、調べてくるの忘れちゃった……テヘッ☆」

　テヘペロって舌出すとかいちいち可か愛わいいなぁ、おい！

「で、なに？」

「ノート見せて」

　なんなのこいつ？　リア充様なんだから他のやつに見せてもらえよ……。

「ほら……」

　やりとりが面倒くさかったので、俺は自分のノートを市川に手渡した。

「ありがと」

　市川は両手の指先を合わせてあざとく感謝してきた。

　うーむ……。憎たらしい。

　などと考えていたら、俺のすぐ側に吉よし沢ざわ先生が近づいてきた。ふわっとした石せっ鹼けんのいい香りが鼻び腔こうをくすぐる。そして豊乳。素晴らしい。完璧な女教師だ。

「宿題のチェックをするぞ、宮守。ん？　ノートは？」

「えーっと、えーっと……」

「まさか忘れたとは言うまいな？」

「ありますん」

「どっちだっ！」

　非常にマズい。もし市川にノートを貸しましたと言えばあらぬ誤解を周りの連中から受けるだろう。

　とりあえず俺が市川と関連していることは伏せておくほうが得策か。

「あるようでないような……いわば、ありすぎて逆にないといいますか」

「つまり？」

「確かに存在しているけれどここにはないという結論に」

「さすがは学年トップ。私の授業で宿題を忘れてくるとはいい度胸だな？　宮守には追加課題をしてもらう。放課後に職員室に来るように！」

　クラスの連中がまたクスクスと笑い出す。

　なにっ？　追加課題だとっ？　こちとら放課後は早く帰ってジャグリングの練習に励みたいのにー……。

　俺は恨めしげに市川を見た。市川はまた笑い出すのを必死にこらえている。

　こいつめ……。誰のせいでこうなってると思ってやがんだ！

　ほんと、マジで、なんなのこいつ！
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　市川に振り回されるだけ振り回され、ほとほと疲れた俺はぐったりしながら放課後を迎えた。

　俺は職員室で吉沢先生から追加課題のプリントを受け取って図書室に向かう。

　うちの学校の図書室は放課後も開放されている。自習スペースがあり、静かに勉強するにはうってつけの場所だ。

　しっかしなんで俺がこんな課題をせにゃならんのかねー……。

　いや、全部市川のせいだ。あいつめ、俺が𠮟られてたっつーのに知らぬ存ぜぬを決め込んでいやがった。

　まあ、俺とあいつの間でノートのやりとりがあったことは隠せたが……。

「はあぁぁぁーーー……」

　心の底から溢あふれてきたようなため息を一つして、俺はゆっくりと図書室の扉を開けた。

「あ、おっつー！」

　軽く手を振ってきたのは、図書室とも勉強とも全く縁も所縁ゆかりもなさそうな市川だった。

　俺は思わず手に持ったプリントを床に落としてしまった。

「……なぜいる？」

「なぜって、これからヨッシーに出された課題するんでしょ？　あーしも一緒に勉強しようかなーって。あーしもヨッシーからプリントもらっちゃったしさー」

　つーか、俺の追加課題はお前のせいだろうが。ノートを貸したことを激しく後悔するぜ。

「そうだ、俺の英語のノート返せ」

「あ、借りっぱなしだった。返すねー」

　市川からノートを奪うように受け取った俺は自習スペースに座ってプリントを広げる。

　さっさと終わらせて帰ろう……。

　にしたって吉沢先生、この量はさすがにエグいぜ。これ以上俺の英語の成績を上げてどうするつもりだい？

　プリントは合計五枚。しかも解答解説抜きで両面びっしり。

　内容自体は簡単だが量が多すぎる。一枚あたりの所要時間を十分だと計算すれば小一時間ほどかかりそうだ。

　俺は早速一枚目のプリントに取り掛かろうとした。が──

「……で、どうして君は隣に座るのかね？」

　三十席はある自習スペースには俺たちの他は誰もいない。

　それなのに市川は俺の隣に平然と座ってきた。

　教室よりも机と椅子の間隔が近いから余計に気まずい。

　こんなところ誰かに見られたら一緒に勉強してるって思われちゃうだろうが……。

　たまたま目の合った司書の先生はなぜか親指をぐっと立ててくるし……。

「えー？　だってそこ、あーしが座ろうと思ったところだしー」

「じゃあ譲りましょうか？」

「んー、べつにここでいいしー」

「あーさいですかー……」

「つーかお前──」

「そのお前ってやめて。愛莉だし。あ、い、り」

「じゃ、市川さん」

「なーに？　い、つ、き、くん」

　そういやいつの間にか俺のこと下の名前で呼んでんな、こいつ。さすがリア充様だぜ。

「お前、先週俺のこと嫌いって言ってたろ？　なに？　積極的に話しに来るとか、実は俺のこと好きだったりするの？」

「マジでキッショ！　そんなはずないじゃーん！　てか、嫌いは嫌いだしー」

「あーっそ。じゃあどうしてその嫌いな相手に勉強を教えてって頼むの？　こちらは皆目理解ができないんですけど？」

「嫌いは嫌いだよ」

「だったら──」

「でもあーし、あんたに言われたこと思い出したら、あーしのためにあんなに言ってくれてんのかなーって思って。だったらちょっと優しいやつなのかもなーって思ってさー」

「んなわけねぇだろうが。俺はな、俺自身の都合で俺自身に都合よく生きてんの。お前のこととか正直どうでもいい。あれは──ちょっとムカついたから言い返しただけだ」

「そうかなー？　こないだの樹いつき、自分のためっていうか、なんかべつの誰かのために怒ってたような気がしたんだけど？」

「んなもん気のせいだ……。とにかく、課題をすんのはそっちの勝手だが、俺はとっとと終わらせて帰りたい。つーわけで絶対に教えないからな？　いいな？」

「べつにいーし。じゃ、あーしもやろーっと」

　あ、そう？　じゃ、せいぜい頑張るがよいさ。

　俺は隣から小気味のいい鼻歌が聞こえてくるのを全力で無視して、自分の課題に臨んだ。




　──三十分後。




「だあああぁぁぁーーー！　だ、か、ら、そうじゃねぇって！　ここは過去完了！　『マイクがメアリーに呼び出されていたとき、ステファニーは彼のことをずっと待っていた。』って訳すの！」

「えー？　それ、なんかステファニーがかわいそう！　メアリーなんか放っておいてさっさとステファニーのところに行ってあげたらいいのにー」

「お前の感想なんていらん！　それより早く書き写せっ！」

「この三人、三角関係かな？」

「ん、な、こ、と、どうでもいいー！」

　いつの間にか、俺はブチ切れそうになりながら市川に勉強を教えていた。

「書いたよー。じゃあ次はー？」

「こんなの簡単だろ？　最初から人に頼らないで自分で訳してみろ」

「えーと……──こう？」

　悩みながらも一生懸命日本語訳を完成させた市川の答え。




『カーテンの後ろに立っていたのは彼女だった。』




「……正解だ。まあ、これくらいなら──」

　解けて当然、と言おうとしたら──

「え？　怖い……。マイク、このあとステファニーに刺されちゃうのかな？」

「勝手に前の文と話を繫つなげんな！　ステファニーは刺したりしねぇ！」

「なんでわかるの？　メアリーとマイクが会ってた間、ずっと待ってたステファニーの気持ち、考えたことあるの？」

「あ、る、わ、け、ねぇだろうがっ！」

　他の女と会ってただけで刺されるとか、マイクがかわいそう過ぎる。というか、ステファニーの愛が重い。俺もそれくらい愛されてみたい。

　……いや、そんなことはマジでどうでもいい。

　こんな感じで、独特な感性の持ち主である市川はいちいち英文にツッコまないと気が済まないらしい。

　それにもまして無駄な時間が多すぎる。「なんでー？　なんでー？」が多すぎていちいち答えてたらキリがない。

　で、ようやく今、最初の一枚が終わったところ。とにかく要領が悪いんだ、こいつは。

　俺にいたっては、いつの間にか市川ワールドに引きずり込まれていたので一枚目すら終わっていない。

「あのな、いちいちそんなこと考えてたら時間の無駄だろ？　お前、今日中にあと四枚終わらせないといけないんだぞ？　そこんとこわかってる？」

「そうかもだけど、英語っていろいろツッコミどころが多くてー。あとさ、こんな感じで勉強したらおもしろくない？」

　……だめだこりゃ。

　俺は市川を見捨てて再び自分のプリントの続きを始める。

「ねえねえ」

「……」

「ねえってば！」

「……なにかね？」

　隣を見ると、すぐ近くに市川の顔があった。

　近い近い……。

「教えないとか言っときながら、けっきょく教えてくれてんじゃん」

「っ……！」

「なんだかんだでやっぱ優しいよね。ありがと、樹」

　にしししーと市川は八重歯を見せながら笑った。

　不覚にもそのあどけない笑顔にドキッとしてしまった自分が恥ずかしい。

　こんなビッチになにをときめいてんだか……。
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　そのあと課題が中途半端な状態で下校時間を迎えてしまった。

　俺は図書室で市川と別れたあと、吉沢先生のところに行って全力で頭を下げてなんとか課題プリント三枚で許してもらえた。

　ただし、新たな難題が増えたのだが──




「──市川に勉強を教えてやること。それがプリント三枚で許す条件だ」

　吉沢先生は例のごとく俺を職員室の応接スペースに招くと、いきなりそんな無茶苦茶なことを言い出した。

「あと二〇枚くらい家でやってくるんで勘弁してください。このとぉーり！」

「だめだ」

「ええっ？　なぜにっ？」

　これ以上なく綺き麗れいに頭を下げたのに一蹴されちゃったよ。んなご無体なー……。

　理由もわからずに困っていると、吉沢先生は周囲を見回して若干声を潜めた。
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「……宮守は知らんだろうが、彼女の場合家庭にちょっと複雑な事情がある。少しは隣の席のよしみで勉強の面倒をみてやれ。君、人格はかなりアレだが成績は学年トップだしな」

「丸投げですか？　あいつとは隣の席ってだけです。あと人格はかなりアレってなんですか？　そこんとこ詳しく！」

　吉沢先生はにやりと笑った。

「授業中市川にノートを貸してやってただろう？　私の目はごまかせんぞ？」

　なっ……！　この人、俺がノートを貸したのを知ってて……。

　やられた。放課後の図書室の件は初めから吉沢先生に仕組まれていたらしい。

「嫌ですよ。俺にはなーんにもメリットがないんで」

「メリットならあるぞ」

「なんですか？」

「ふふふ……。人生の問題に対する正解は、自分で導き出すものだよ」

　それほど深い話もしてないのに渾こん身しんのドヤ顔を見せつけやがったな、この人。

　たまに吉沢先生がすごい人なのかアホな人なのかわからなくなる。

　いちおうこれで日本中の誰もが知っている某難関大を首席で卒業したというのだから驚きだ。なんでこんなところで学校の先生をしてるのか意味不だし……。

「つまりなんにもないってことですよね？　で、ちょっと深いこと言って誤魔化してみた的なやつですよね、それ？」

「なんだバレたか」

　この人はしれっと……。いやいや、冷静になれ、俺。

「これも先生の言う足踏みってやつですか？」

「多少その意味もあるが、今回のは前進でもある」

「はあ？　意味がわかりませんが……」

「ま、ようは君次第ということだ。市川の勉強を見てやってくれ。ついでに彼女の成績が上がったら君のあのふざけた進路希望調査アンケートはしぶしぶ受理してやろう」

「それでもしぶしぶですか？　意味わかんないし、無茶ですよ……。あのギャルがいくら頑張っても──」

　無駄だ、と言おうとしてやめた。

　それはこれまでの俺自身を否定することになるから。

　結果が求められる社会だとするならば、頑張ること自体に価値はない。でも、頑張っている人自身の研けん鑽さんは決して人生の無駄にはならない。俺はそう思う。

「──あいつに教えられる自信がないッスよー」

「君ならできるっ！　ファイオー！」

　うーむ……。

　なんてテキトーな返しなのだろう？　丸投げ感がパないぜ。

「つーか、勉強だったら先生が教えてやったらいいじゃないスか？　担任なんだしー」

　吉沢先生はとぉーってもバツの悪い顔をした。

「いや、ほら、あの子の勉強の仕方は、こう……特殊というか独特でなー……」

「あ、それ、すっごくわっかるー！」

　一人の教師と一人の生徒が初めて心を通わせた瞬間だった。
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　重い足取りで帰宅したのはちょうど和泉いずみ家の夕食時。

　ストレスで二、三発は穴が開いているであろう胃に由ゆ里り姉さん特製のジャンボチーズハンバーグを流し込んでいると、由里姉さんがじっと俺の顔を見てきた。

「な、なんでしょう？」

「樹、今日学校でなにかあった？」

「はへ？」

　一瞬市川の件がぱっと思い浮かんだが、あとあとのことを考えたら面倒だったので、俺はただ「なんもー」とだけ返した。

「そうかー。なんだかんだで市川さんに勉強を教えることになったんだねー」

「いや、なんでわかるの？　一言もそんなこと言ってないよね？」

「ふふっ……。家族だからねー」

　いや、「家族だからねー」じゃねぇよ、怖こえぇよ家族……。頭の中がなんでもお見通しなのかよ……。

「ねぇねぇ、市川さんってめっちゃ可愛いんだよね？　ラッキーじゃん！」

　圧がすごい、圧が……。

「見た目は確かに読モやってっから、うんまぁ……──いでぇっ！」

　性格も学校生活も滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだけど、と言う前にテーブルの下で香か織おりに脛すねを蹴られた。

　なに？　なんなの？　答えようとしただけじゃないっ？

　蹴ってきた張本人はムスッとしながら味み噌そ汁しるを口に運んでいる。

「み、見てくれこそいいが、迷惑この上ないやつでマジで困ってんだぜ？　今日だって、まあいろいろあってこれからも勉強教える羽目になったわけだし、こっちからしたら超迷惑だっつーの。しかもあいつ、俺の隣の席なんだぜ？　笑っちゃうだろ？　ハハハー！」

　ああ、考えただけで頭痛がしてきたなー。

　こりゃあ明日からしばらくのあいだ学校休まないといけないなー。

　にしたって市川め。三度にわたって人んちの食卓の話題に上がるたぁ太ふてえ野郎だな。

「香織はどう思う？　樹にいよいよお友達ができそうだよ？　しかも可愛い女の子！」

　由里姉さんがそう言うと、香織はぼそっと──

「……どーせすぐ興味を持たれなくなっちゃうんじゃない？　利用されて途中で飽きて捨てられるのが目に見えてるんだけどー」

　確かにね。

　あまりにも冷静にそう言うもんだから、みんな押し黙ってしまった。食卓が一気にお通夜状態になる。

「あ、そ、そうだ！　明日は樹の好きな豚カツがいいかなー？　あ、外食する？　久しぶりに回らないお寿す司しとか？」

　やめろ由里姉さん。俺にそんな優しい目を向けんじゃねぇ……。




　食事を終え、自室で明日の英語の予習をしようとノートを広げてみたら、新しいページにデカデカと、




『勉強おせーて』




　と丸っこい字で書いてあった。

　その文字の横に描かれている可愛いキャラクターはデフォルメ化した市川自身だろうか？　ニコッと笑いながら鉛筆を握っている。

　つーか、人のノートに落書きすんなよな、あのアホ……。
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　翌朝、教室に入ると今日も今日とて市川が一番乗りだった。

「あー、樹おはー」

「……オハヨウゴザイマス」

「見て見て！　徹夜で残りのプリントやってきたー！」

「ほーう……」

　ま、本人がやる気ならそれはそれでいいことだ。いつまで続くかわからんが……。

「ん？　なんだこりゃ？」

「どしたの？」

　プリントの隅になぜか人物相関図のようなものが描かれていて、その下に小さい字でやたらめったら日本語訳には関係ない文章がつらつらと書かれていた。

　よくよく読んでみるとそれはケータイ小説的な文章。

　なんと市川は徹夜でマイクとメアリーとステファニーを中心としたラブコメを書いてきたのだ。

　えーっと、えーっと……。

　どこからどうツッコんでいいかわからねぇ。でもま、とりあえずここからか……。

「……ここ、前後が繫がってないけど、いつマイクはメアリーと結ばれたのかね？」

「えっと、ステファニーがロサンゼルスでポリスメンに捕まった後、ママとパパがメアリーを夕飯に招待してー──」

　ただの英語の課題プリントで、マイクが主人公のラブストーリーが仕上がっていた。

　というか、ステファニーはどうして捕まったのだろう？　「シーズン２に続く」ってどういうことだろう？　マイクとメアリーはもうハッピーエンドを迎えたんじゃないのか？

　いやもうほんと朝からツッコミどころが満載なのだが、ツッコんだら負けのような気もする。

「──って、ねえ樹聞いてるっ？」

　しっかしこのアホギャルが勉強か。

　前途多難だな、こりゃ……。





第四章　俺がギャルの秘密を知ってなにが悪い！







　木曜日。

　なんだかんだで市いち川かわに勉強を教え始めて四日が経過していた。

　朝は八時から宿題のチェックと授業の予習。

　放課後は下校時間ギリギリまで今日出された宿題とこれまでの復習。

　この計画を立てたのは俺。勉強嫌いなこいつに対してけっこうハードに設定してみたんだが……。

「はいしゅーりょー！」

「ん。じゃあ採点してみっか……」

　すぐに音ねを上げると思いきや、市川は俺の出した課題まで家でこなしてくるようになった。

　遅刻もこの四日間していないというのがさらに驚き。

　今日の放課後も図書室で勉強中だ。

　司書の先生はいることはいるが、最近は俺たちが入ってくるとなぜか入れ替わりで図書室を出て行く。ぐっと親指を立てて、謎の笑顔を残して……。

　おい、その親指へし折るぞ。

　ちなみに俺は俺で成長した部分もある。

「ねえ？　どうして信のぶ長ながは鉄砲を使ったわけ？　卑ひ怯きょうじゃん！」

「卑怯かどうかはわからんが、戦争において最新鋭の武器を準備するのは鉄則だ。時代のパイオニアだったからこそ信長は天下統一の一歩手前までいけたんだぞ？」

「……パイオツ？」

「勉強中に下ネタはやめなさい……」

　こんな感じで、嬉うれしいんだか悲しいんだか、市川のいなし方を見事に習得しつつある。

　俺のスキルツリーが市川方面に向かって急激に成長中なのだが……。

　この分なら異世界でも無双できちゃいそうだぜ。

　しっかし、このギャルなかなかにやりおる。

　アホな言動に反して、教えたこと、覚えたことはなかなか忘れないんだなーこれが。

　勉強の仕方が特殊で要領は悪いが、集中力は……まあ、ないこともない。これならすぐにでも成績が上がりそうだ。

　まったく、教師冥利に尽きるぜ……。

　その市川さんときたら、なにを楽しんでいるのやら、にへらっとした笑顔をこちらに向けている。

「……なんだね？」

「んー？　べっつにー」

「集中しろ集中！」

「はーい」

「ハイは一回っ！」

「いや一回しか言ってないけど？」

　昨日くらいからこんな調子で、油断しているとにこにこと笑いかけてくる。

　んな表情してる暇あったら問題解けよ……。

「つーかお前さ……」

「んー？　なにー？」

「勉強楽しいか？」

「ぜーんぜん！　勉強なんて楽しいわけないしー！」

「だよな。そう言うと思ったぜ……」

　じゃあなんでこんなにこいつは楽しそうにしてられんだろ？

「あーでもー、樹いつきに教えてもらうのは楽しいよー」

　ぐっ……。

　なにかこれはマズい兆候のような気がする……。なんだろう、このギュッと心臓を摑つかまれる感じは……。

　話題を変えよう。

「そーいやお前、彼氏いんだろ？　彼氏に勉強教えてもらえないのか？」

「…………は？」

　市川はきょとんと首を傾かしげてみせた。

　……あれ？

「ん？　だから、彼氏がいるって……」

「え？」

「だから、彼氏が……」

「えっと、彼氏？」

「あ、え？」

　え？　なに、このぎこちない感じ……？

「あ、うん！　そうだった！　あーしの彼氏、高卒だし勉強苦手でー──」

「……彼氏、大学生じゃなかったか？」

「えっと、それは前の彼氏でー、先週別れて今はべつの彼氏でー──」

「俺が大学生の彼氏がいるって聞いたのは今週の月曜日だぞ？」

「あ……」

「……」

「……」

「……お前、ほんとに彼氏いんのか？」

「いる」

「いないよな？」

「いる」

　うーむ……。

「……まあいい。とりあえず来週の月曜日の小テストに向けて、もう少しペースアップしていくぞ」

「あ、そーいえばそうだった！　あーしのゴールデンウィークがー……」

　来週の月曜日、英語、数学、現国の模試がある。これに合格しないとゴールデンウィーク中に三日間の特別補習を受けないといけないらしい。

　範囲は高一の復習。まあ、はっきり言ってしまえば余裕だ。

　補習を受けてるやつなんて聞いたことがないし、補習をするぞ、なんて先生たちの脅し文句だろう。が、市川は深刻そうに両手で頭を抱えている。

「なんで三教科もあんのぉー？」

「普通科とはいえ、いちおうは大学入試が前提だからな」

　高卒で渡米するつもりの俺としてはけっこうどうでもいい模試だが、イチ生徒としては受けねばなるまい。

　ま、手を抜くつもりなんてないがな。

「その力がないから困ってんのにー……。あーしのゴールデンウィークがー……」

「ぶつくさ文句言っても仕方ねぇだろ？　ほら、やるぞ」

　眉間に皺しわを寄せつつ市川は中学社会の復習プリントに取りかかった。

　市川が問題を解いてるあいだ、俺の中である疑念がふつふつと湧いてきた。

　どうして市川は彼氏がいないのにいると周囲に噓うそを吐いているのか？

　俺がストリートパフォーマンスやホスピタル・クラウンをやってることを周りに知られたくないように、市川にもなにかしらの事情があるってことだろう。

　もしかしてこのあいだ病院にいたことが関係しているのか？

「はい終わったよー！　けっこう解けたー！」

　喜色満面。

　そんなにできたのが嬉しいのかよ。

　とりあえず、あまり深く掘って聞かないようにしよう。余計なことをしたらかえって藪やぶ蛇へびになりそうだしな……。

「──ん？」

「どしたの？」

「なんだね、このランキング表は？」

「えっと、戦国武将のカッコいい人ランキング的な？」

「タイトルがデカデカと書いてあるから見ればわかる」

　そうじゃなくてなんでこんな無駄なもんを書いてんだ、こいつは……。

「で、堂々の一位は伊だ達て政まさ宗むねか。なぜに？」

「えー？　眼帯とかカッコよくない？」

　で、レッツパーリィーってか？　さっすがリア充。

「お前って、意外と厨ちゅう二になのなー……」

「ブー！　しつれーな！　高二だしー！」

　……俺、そろそろ泣いてもいいよな？
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「ごほーびがほしい！」

　放課後の学習会が終わり、校門をくぐったところで、いきなり市川がそんなことを言い出した。

「……いちおう聞いておくが、なんのご褒美だ？」

「最近遅刻してないし勉強頑張ったしー」

　それは当たり前のことではなかろうか？

「あーし頑張ってるっしょ？　ね、ね、ご褒美がほしいのっ！」

「よかったねー。えらいえらい。褒めてつかわそー」

「むー！　なんで棒読みだしー！　そういうのいいからご褒美っ！」

「褒めてやったろ？　つーか、頑張るの基準低すぎ。俺になに求めてんの？　金？」

「えっとねー、お腹なかが空いたからー……」

「じゃあスギ家に──」

「却下！」

　うーむ……。

「いいじゃねぇか牛丼。丼物が嫌だったらカレーもあるぞ？」

　なんなら豚丼も鰻うな丼どんもある。ファミリー向けのセットメニューも豊富だ。ほんとスギ家はサイコーだぜっ！

「牛丼もカレーもなしっ！　もっと軽めのっ！　あと甘いのっ！　それ以外は不可」

　なんてわがままな娘だ。

「へいへい、軽めで甘いもんねー……」

　残念ながら財布に入っている金は野の口ぐちさんがお二人。

　……ってことはあそこしかないか。

　俺のとっておきの場所だったんだけどなー……。

「しゃーねーな。軽めで甘いもんを存分に食わせてやるから」

「えっ？　マジっ？　やったー！」

　今日イチとびっきりの笑顔だな。現金なやつめ。




　──十五分後。




「……ここ？」

「ああ、ここだ！」

　俺が市川を連れてきたのは『ナカムラ駄菓子』という看板を掲げた小さな店だ。

　昭和の佇たたずまいを残す古びた見た目だが、豊富な駄菓子のラインナップと、どこで仕入れるの？　と思わずツッコみたくなるようなオモチャが棚いっぱいに積んである。

　これを見て興奮しないやつはいないはずだっ！

「本当に、ここ？」

「だからなんでもっかい聞く？」

「駄菓子屋じゃん！」

「軽めで甘いもんって言ったろっ？　なに？　なんの文句があんのっ？　ご要望にお応えいたしましたがなにか？」

「フツー女の子が軽めで甘い物って言ったら、オシャレなスイーツのあるカフェとかでしょっ！　まさかの駄菓子っ？」

「俺はオシャレでもないしカフェなんか行ったことないっつーの！　求める相手が悪い！」

「それでもなんで駄菓子っ？　ありえないんですけどー！」

「おい。それ以上ナカムラ駄菓子をバカにしたらさすがの俺も出るとこ出るぞ？」

「ありえないのはあ、ん、た、の、ほうっ！」

　やっぱカルシウム不足だな。不足してる分をカルシウムたっぷりの駄菓子で補わないとな。

「とりあえず入るかー」

「とりあえずってなにっ？　帰るっ！」

「今日は俺の奢おごりだ」

「え？　マジ？　奢ってくれんの？」

「ご褒美だからな。つーかお前、チョロすぎだろ……」

　飴あめ玉だまあげるからついておいでーって誘ってくるオッさんに平気でついていきそうだな、こいつ。
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「オース、チエばあちゃん！」

「あらあら、いっちゃん。今日も来てくれたのかい？」

　店に入ると奥の椅子にちょこんと座った店主のチエばあちゃんが笑顔で出迎えてくれた。

「おうよ。あと、もう一人連れがいるぞー」

「こ、こんにちはー……」

「あらま、べっぴんさん。もしかしていっちゃんの彼女さん？」

「「違うっ！」」

　事前に打ち合わせていたかのように、俺と市川の首振りはぴったりと合っていた。

「あらあら、息ぴったりねー。ところで綺き麗れいな髪と目の色ねー。外人さんかしら？」

「いや、こいつは生粋の日本人。髪も目も世を欺くための偽装だ」

「偽装って言うなしー！　メイクだしー！」

「そう？　お人形さんみたいで可か愛わいいわねー」

　ホホホホと笑うチエばあちゃんは、今年で御おん歳とし八十二になるそうだ。

　腰もだいぶ曲がっていて、ただ店番するだけでも辛つらそうだが、お客を前にすると笑顔を絶やさない。つまるところ、とっても素敵なばあちゃんだ。

　ただ残念。チエばあちゃんがあと六十歳若かったらなー……。

「今日はなんにするの？」

「そうだなー……と、俺じゃねぇ。なにがいい？」

「あ、え？　え？　あーしに振る？　えーと、えーと……」

　いざ所狭しと並んでいる駄菓子を目の前にすると迷いだす市川。

「ま、時間もあんまないし、今日は早く選べよ」

「わ、わかってるしー！　……じゃあ、これとこれ！」

「まさか『うみゃい棒』と『ヨーグレッツ！』を選ぶとは、やるなっ！」

「え？　なんかすごいの？」

「いや、ただ言ってみたかっただけだ」

「は？　なにそれー……」

「つーかお前、たったそんだけでいいの？　遠慮せずにほかのも選べよ」

「だって、お菓子食べたら太るじゃんー」

「お前、スイーツスイーツ言ってただろうが。駄菓子はな、食べる子供の健康まで考えて作ってあんの。駄菓子舐なめんなっ！」

「べ、べつに舐めてないしー……」

「舐めるんならソフトキャンデーなんかどうだい？」

「チエばあちゃん上手いっ！　座布団三枚！」

「ホホホホ」

「座布団ってなに？　そのネタよくわかんないんですけどー……」

　こいつ、笑点とか見ないのかよ。

　山やま田だくーん、こいつをどっかに捨ててきてー。
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　けっきょく俺と市川はチエばあちゃんと楽しく会話しながら飲み食いした。

　市川は俺とチエばあちゃんが勧めるものを「おいしっ！」と言いながら食べていたが、相当な量だった。

　そーいやこいつ、読モだったよな。こんだけ食って腹の肉は大丈夫か？

　途中、市川はチエばあちゃんとなにか話し込んでいたけど、俺は外に置いてあったこれまた懐かしい格闘ゲームの筐きょう体たいにハマっていて聞こえなかった。

「うへっ！　負けたー！」

　くっそ、ヴェガめー！　やっぱホンダじゃここまでが限界かー……。次こそは百烈張り手で親でもわからないくらいにボッコボコの顔にしてやるでゴワス！

「……じゃ、そろそろ帰るかー」

「えー？　あーし、まだおばあちゃんと話したいんだけどー」

「ずいぶん仲良くなったなー。つーかお前は早く帰ってお勉強だ」

「ブー！　ここで勉強の話とかするー？　もうちょい現実逃避しておきたかったー！」

「ホホホホ。愛あい莉りちゃんもいい子だねー。なんだか私まで元気が出るよ」

「えへへへー！」

　褒められて嬉しそうだ。これでチエばあちゃんファンがまた一人できたな。

「そうだ、いっちゃん。最後にアレを見せてくれないかね？」

　そう言ってチエばあちゃんはごそごそと「海の苔り」と書かれた缶を取り出した。

　その缶は……。

「あ、いや、ちょっとそれは……」

「へ？　なになにー？　なにその缶ー？」

「いっちゃんはすごい子なんだよ。ちょっと教えただけでなんでもできるんだから」

　そう言いながらチエばあちゃんが缶の蓋を開けて見せたのは、年季の入った様々な和柄のお手玉。

　チエばあちゃんにとっては大事な、思い出の詰まったお手玉だ……。

「えー、これってお手玉？　初めて生で見たー」

「いっちゃんは一度にたくさんできるのよ。あれを見ると昔を思い出して楽しくてねー」

「あははは……」

　市川がいる手前、できればジャグリングのようなことはしたくなかった。

　しかし、チエばあちゃんはニコニコとお手玉の入った缶を差し出してくる。

「お願い、いっちゃん」

「いやー、えっとー……」

　横にいる市川をチラりと見る。

「いいじゃん樹！　失敗してもべつに笑わないしー！」

「いや、そういうことじゃなくてだなー……」

「いいから、ね？　ちょっとだけチエばあちゃんのためにやってあげて！」

　くう……。こいつ、俺の気も知らねぇで……。

「あ、ああ……」

　俺はそっと手を伸ばしてお手玉を取った。

　つーか、なんだ、この異様な緊張感は……。手が汗ばんでやがるぜ……。

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　俺はお手玉を宙に放った。

　最初は三つ。だが、徐々に数は増えていき、最後には六つのお手玉が宙を舞っている。

「すっごー！　樹マジですごい！　あと動きがキショい！」

「キショいって言うなやー！」

「ホホホホ。本当にすごいわねー」

　二人は楽しそうに見てくれているが、俺の心境は穏やかではない。

　ちょっとでも気を抜けば溢こぼしてしまいそうなこの状況で、俺はべつの心配事が頭の中にあった。

　チエばあちゃん、せめてあの昔話は口にすんなよ……。

「──昔ね、私がまだ愛莉ちゃんくらいのとき、このあたりに大道芸人が来てくれてたの」

　くっ……！

　チエばあちゃんがぽつりぽつりと昔話をし始めたとき、一瞬手元が狂いそうになった。

「ダイドーゲーニン？」

「路上で芸を見せる人のことよ。あのころは終戦後の復興だなんだで娯楽なんてほとんどなかったからねぇ……。その人はお金ももらわずに、貧しい私たちのために一生懸命いろんな芸をしてくれたのよ。それからお手玉をくれたの。いつも一つずつ。もうすぐ九つというところで、その人は来なくなっちゃったんだけど……」

「へぇー……。じゃあ、おばあちゃんにとってこのお手玉は大切な思い出なんだー」

「そう。いっちゃんを見ているとね、なんだかそのときの芸人さんを思い出してねー……」

「おばあちゃん……」

　チエばあちゃんはグスリと鼻をすすった。

「──その人、なんか、ピエロさんみたい」

「え？」

　うえっ、しまった！

　市川がぽつりとつぶやいたとき、俺の手からポロリと一つ溢れてしまった。

「あ、ご、ごめん、ばあちゃん！　やっぱ今日は調子悪わりぃみたいだわー！」

「ホホホホ、いいのいいの。ありがとう、いっちゃん」




　ややもあって、俺たちはお土産のお菓子を袋いっぱいもらった。

　遠慮はしたのだが今日のお礼にと……。

　まったく、いいおばあちゃんだぜ。

「もう暗くなるから気をつけて帰ってね。また恋人同士でいらっしゃい」

「「だから違うっ」」

「あらあら、やっぱり息ぴったりね」

　ホホホホと笑うチエばあちゃんに手を振りながら、俺たちはお菓子をつまみつつ駅に向かった。
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　帰り道、市川はなんだか浮かない顔をしていた。いつも一人でうるさい市川がさっきから黙りっぱなしだ。

　さっきまであれだけ楽しそうだったのに、なんだか気まずい。

「どうだ？　なかなかいい店だったろ？」

「うん……」

「どうした？　やっぱ駄菓子は嫌だったか？」

「ううん……」

「なんかあったのか？」

「なんでもない……」

「そんな感じに見えないんだけどなー……」

「ちょっと、いろいろ考えちゃって……」

　少し間が空いて、市川はおもむろに口を開いた。

「……チエばあちゃんの旦那さん、入院してるんだって。知ってた？」

「知ってる。去年かららしいな。俺は会ったことないけど……」

「本当は店をたたみたいんだけど、子供が大好きな旦那さんが帰ってきたときにお店がなくなってたら寂しがるからって、店を開けてるんだって……」

「そっか。それは知らなかったなー……」

　いっつも笑顔なのに、苦労してんだな、チエばあちゃんも……。

「実はさ、あーしの妹も今入院してるんだよねー」

「そうなのか？」

　このあいだ病院で市川を見た日のことを思い出して、俺は内心動揺した。

　まさか妹が入院中だったとはね……。

　ん？　つーことは、市川の妹は小児病棟にいるのか？

　俺も会ったことがある……？

「入院が長くてさー、せっかく退院してもすぐにまた入院で……。お見舞いに行っててもしゃべることがだんだんなくなって、最近は一緒にいてもスマホ弄いじってばっかかなー……」

「そりゃなんつーか、辛いな……」

「ううん。妹はずっと病院で辛いかもだけど、すごく元気なときがあるんだー」

「ふーん」

「──ピエロさんが来てくれた日……」

　うっ……。

　俺は内心動揺したが、それを悟られないように努めた。

「ピエロさん？　なんだそりゃ？」

「たまに病院に来てくれていろんな芸を見せてくれるんだって」

「へー……」

「あーしの妹ね、そのピエロさんのことがすっごく好きで、こないだもずっとピエロさんの話ばっかし。ピエロさんが失敗して転んだよーとか、風船でお花を作ってくれたんだよーって、はしゃいでたなー……」

　風船の、お花……？

　そんな……いや、まさか……。

「そ、そうなのかー？」

「あーしも会ったんだけどさ、全然話してくれなかったー。設定なのはわかるけどー、ちょっとくらいしゃべってもいいと思わない？」

　だから設定って言うな。

　芸だけで魅せるこだわりがこっちにはなー──

「なんかさー、チエばあちゃんの話に出てきた大道芸人の人に似てる感じがしたなー」

「どこが？」

「看護師さんに聞いたら、そのピエロさんもボランティアでやってるんだって。お金も貰もらわずにやるとかすごいよねー？」

「あ、ああ。そうだな……」

　これ以上はマズい。話題を逸そらさねば……。

「そーいや──」

「ねえ、樹。さっきのお手玉だけど、めっちゃ上手だったし、樹もそういうボランティアとかできるんじゃない？」

「いやー、あれはお手玉だからなー……」

「お手玉だと違うの？」

「違うだろ、たぶん……。それに俺は無料でそんなことしないなー。だって俺様だぜ？　そりゃそんな芸ができたら金取るだろー、フツー」

「ふーん……」

「そりゃそうと、お前、学校ではお手玉のこと言うなよ？」

「えー？　なんでー？」

「そりゃお前、高校生がお手玉とかカッコ悪いし恥ずかしいだろ？」

　少し前を歩いていた市川は急に立ち止まって振り返った。

「あーしは全然恥ずかしいと思わないよ？　むしろさっきの樹はカッコよかった。チエばあちゃんのために真剣にやってるところとか」

　それは屈託のない純粋な笑顔だった。

　動揺で高鳴っていた俺の心臓が余計に加速していくのを感じる。

「途中で失敗しただろ？　世辞はいらねぇ。とりあえず秘密な？」

「わかった。じゃあ、あーしも妹の件は内緒でお願い」

「なんでだ？　友達には話してないのか？」

「言えないよー。なんかちょっと重たいしー」

　にしししと笑うが、いつものような元気がない。無理して笑ってる感じだ。

「あーしさ、勉強は嫌いだけど、学校は楽しいんだー。友達とダベったり、行事に熱中したり。なんかアオハルって感じじゃん？」

「でも、そりゃあお前……」

　妹のことを考えなくて済むからだろ？　……なんて残酷なことは俺には言えない。言えるはずもない。

　ただ市川は黙って俯うつむいた。

「でも、それって樹が言ってたみたいに、ただの現実逃避だったんだよね……」

　市川は「サイテーだよね、あーし」と困ったように笑った。俺の言いたいことを察してしまったらしい。

「でもさ、チエばあちゃん見てたら、大好きな人のために頑張るって大事なことなんだーってちょっと反省した。妹は病気と闘ってるのに、やっぱあーしだけ嫌なことから逃げてただけだよねー……」

「あ、いや……。誰だって、嫌なことからは逃げたいんじゃないのか？」

「樹もそういうときあるの？」

「あるぞ。嫌なことも逃げたいことも山ほどある」

「例えば？」

「え？」

「樹の嫌なこと、逃げたいこと、いっこくらい教えてよ」

　俺は自分の弱みを言うべきか迷った。でも、市川が妹のことを口にしたので、いっこくらいならいいかと思い口を開いた。

「笑うなよ？」

「笑わないよ」

「……車が無理だ」

「え？」

「車が怖くて乗れないんだよ……」

「どういうこと？」

　俺は事故のトラウマでいまだに車に乗れない。

　車に乗った瞬間事故の光景がフラッシュバックしてパニックを起こすかもしれないんだ。

　なんて、こいつの言い分だと「重い」よな、やっぱ……。

「昔、いろいろあってだな、車に乗るのが苦手になったんだ」

「いろいろって？」

「いろいろだよ。とにかく車に乗れない」

「じゃあさ、もし大事な予定があるのに時間がなくて、どうしても車に乗らなきゃいけないことになったらどうするの？」

「……わからん。でも、ギリギリまで踏ん張ってみるかな？　どうしてもダメなら、そんときはそんときでべつの方法を考えるさ」

「そっか……」

「そりゃそうと、最近のお前は、その、逃げてない……。頑張ってる、と思う」

　これだけは言いたくなかった。

　多少当たり前のことが当たり前にできるようになっただけのこいつを簡単に認めるつもりはなかったのだが……。

　励ますつもりなんてさらさらなかったのに、自分で言っておいて釈然としない。

　恐る恐る市川を見ると、大きく目を見開いて驚いていた。

「てか、急になにっ？　なんで優しくすんの？　あーしのこと好きなのっ？　ごめん！　無理だからっ！」

「ち、ちげーわバカタレっ！　そうじゃなくて！　俺だって人褒めるの苦手なんだよっ！　だからっ！　お前は嫌なこととちゃんと向き合ってるって、だから自信持てって言いたいんだって！」

　ああくそっ、上う手まく言えないな。

　つーか告白もしてないのにフられたのはこれで二度目か？　いい加減俺の失恋カウンターをクルクル回すのはやめてほしい。

「とにかく、そういうことだから……」

「う、うん。ありがと……」

「あ、いや、俺は、べつに……」

「素直に嬉しい」

「そ、そっか？」

「うんっ！　今日一番のご褒美っ！」

　そんな笑顔を見せられたら、俺は──

「だ、だが、まだまだこれからだっ！　明日からはもっとビシバシいくからなっ！」

「うんっ！　じゃあさ、明日も明後日あさっても、ずうーっとあーしに勉強おせーて！」

　ずっとは正直嫌だなー……。早く自立してくれ。

「……て、あれ？　あーし、なんで樹とこんなことしゃべってたんだろ？」

「知らん！」

「とりあえずー──えいっ！」

「うおっ、ちょっ、おまっ！　なにしてんのっ？」

　いきなり腕を組まれた。そのせいで俺の右腕が市川のふくよかな胸にポニャンと当たる。

「えへへへー！　樹にもごほーびあげる！　恋人は絶対ぜぇーったい無理だけど、今日はちょっと素直な樹に、特別に恋人ごっこしてあげるねー！」

「こ、こんな褒美はい、いらん！　つーか、ごっこじゃねぇ！　だからお前、ビッチって、おい！　マジで離してっ！　お願い……お願いしますからっ！」

　はぁん！　なぁに、このフニフニとした感じ！　あ、ヤバッ！　ストレッチパワーが股間に集中してきたぞ！

　おいコラ、こんなときに立派におったってんじゃねぇぞマイサンッ！

　パパは前まえ屈かがみだっ！




　市川と駅で別れたあと、俺は歩きながらふと市川について真面目に考えた。

　どうして市川が熱心に勉強し始めたのか？

　俺があいつに説教したのはきっかけを与えたに過ぎない。

　ただ、あいつの中ではっきりした目的ができた。

　嫌なことから逃げない。

　闘病中の妹がいるから、と。

　妹か……。

　もう一つわかったこと。

　市川と病院で会ったあの日、俺が風船で作った花を手渡したのは一人だけ……。




　──茉ま莉りだ。




　あの子は市川の妹かもしれない。





第五章　俺が勉強会に参加してなにが悪い！







　やっと週末だ。

　うん、いいね金曜日は。今日を乗り切れば明日から二連休だーって喜んでいた放課後、なんの脈絡もなく市いち川かわがおかしなことを口走った。

「明日から休みだねー」

「だなー」

「来週の月曜小テストだねー」

「だなー」

「じゃあ、明日の午後二時に小こ暮ぐれ駅前のファミレスで」

「だなー…………はひ？」

　常日頃からおかしなことを口走るやつだとは思っていたが、なんの脈絡もなく時間と場所だけが言い渡されるのは初めて。

　勉強しすぎて壊れたのかもしれないな。

　こりゃあさすがの俺もお手上げ。

　グッバイ市川フォーエバー！

「……樹いつき、ぜったい今おかしなこと考えてたっしょ？」

　どうしてわかんの？　いや、おかしなこと口走ってるの君のほうだからね？

「ええっと、『じゃあ』の使い方が間違ってるぞ？　それってなにか前置きがあってから使う言葉なのではなかろうか？」

「はあ？　だからさっき言ったじゃん！　来週の月曜小テストだねーって！」

　それをヒントに文脈で読み取れと？　そんな高度な読解はさすがの俺でも不可能に近いんですが……。

「だ、か、らっ！　勉強会しようって！」

「……勉強会ってなぁに？」

「え？　知らない？　みんなでどこかに集まって教えあったりするのー」

「それくらい知ってるからね？　なに？　ボッチだからってバカにしてんの？」

　で、あれだろ？　「みんなでどこかに集まって勉強しようぜ」って意気込んだはいいが、けっきょく遊んでばっかりで「あーあ、遊んでばっかで全然勉強できなかったなぁ」「だねー」ってお互いの傷を舐なめあったりするリア充恒例のあれのことだろ？

　全力でしたくない。無理だ。ストレスマックスでハゲそうだ。耐えよ毛根！　……なんか映画のタイトルっぽくなったなぁ、おい。

「来週小テストもあるし、だから勉強会しよっ！」

「しねぇっつーの。つーか明日は予定があんのー」

「はいはいウソウソー。だってあんたボッチなんだから暇でしょ？」

「おい、世界中のボッチたちに謝れこのリア充。ボッチは総じてソロ充なんだ。ボッチはボッチで週末にやることがいっぱいあんのっ！」

「だとしても樹は暇だよねー？」

「だよねーじゃねぇ。予定があんの。これマジで」

「えー？　なにすんのー？」

「そ、それはだなー……」

　週末は来週のホスピタル・クラウンにむけてジャグリングの練習に打ち込むことにしていた。

　ただでさえ最近は放課後も市川の勉強に付き合っていて練習時間が短くなっているしな。

　そんなことこいつに言えるわけもなく、なにか上う手まい言い訳がないかと考えていると、

「ほらやっぱりだんまりじゃん！　予定ないよねー？」

「と、とにかく予定があんのっ！」

「そっちはキャンセルねー。じゃあけってー！」

　なんてわがままな娘だ。

「わかったよ……。ただし夕方までなー」

　はぁー……。

　なんだかんだ言って最近こいつにすっげぇ甘いよな、俺……。

　まあ、今日も授業を真面目に受けてたし、来週の小テストに向けて勉強しとくのも悪くないか。

　うん、これは俺のためであって断じてこいつのためじゃないぞー。

「えーなになに？　勉強会すんのー？　俺も交ぜてー！」

　軽いノリで会話に交ざってきたのは俺の前の席のアホの吉よし田だ。

「えー？　圭けい太たも勉強すんの？　勉強ってなにするか知ってんの？　来なくていいよ？」

「ひどぉっ！」

　吉田に一票。たまにさらっとひどいこと言うよな、こいつ……。

「いーや、俺もマジでヤバいんだってば！　補習受けることになったら先輩らにどやされるんだってっ！　……てか愛あい莉り、いつからボッチくんと仲良くなったの？」

「「違う違う」」

　俺と市川のツッコミがかぶった。互いに互いを拒きょ否ひり合うのがすでに芸道の域に達してしまう勢いだ。

「市川が勉強教えろってしつこくてだなー」

「樹がどうしても勉強教えたいって言うからしかたなくー」

「……おい、いつ俺が教えたいなんて言った？　都合よく記憶を改かい竄ざんすんな貴様。だいたい教えてって言ってきたのはそっちだろうがっ！」

「いいじゃんべつにー！　あーしとお出かけできたりしてんだからー！　ほんとはうれしーくせにー」

「うれしくねぇ！」

「えいっ！」

「あひゃあうんっ！　ってコラ！　人の脇腹をツンツンしてくんじゃねぇ！」

「にしししー！　樹の弱点はっけーん！」

「お前なー！」

「あー、えっとー……お二人さん？　じゅうぶん仲よさそうに見えるんだけどー？」

　で、とりあえず吉田も勉強会に参加することになった。

　吉田は昨日までの態度とは打って変わって「よろしくっしょ！」と肩を叩たたいてくる。

　なんだろうね、このリア充の変わり身の速さ。

　市川もそうだが、軽いのかなにも考えてないのかよくわからんやつだな。
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　勉強会の約束をしたあと、「俺は用事がある」と言って放課後の学習会をなしにした。

　ちょうど市川も吉よし沢ざわ先生に呼び出されたので好都合だった。

　俺は学校を出て病院へと向かう。

　どうしても確かめたいことがあった。

　市川の妹が本当に茉ま莉りかということ。

　風船で作った花を渡したのは茉莉だけ。だとすると、市川の妹は茉莉ということになる。

　なんだか足取りが重い。しかしどうしても確かめずにはいられない。

　知ったところでなにかできるわけでもないんだけどな……。




　病院に着いてすぐ、俺は小児病棟のナースステーションに顔を出し、若い看護師さんに話しかけた。

「ちわっす」

「あれ？　宮みや守もりくん？　今日ホスピタル・クラウンの日だっけ？」

「あー、いやー……。ちょっと確かめたいことがありましてー」

　いちおう俺も病院関係者ということで看護師さんたちには顔がきく。

　でも、患者の容態や個人情報については特別でない限り教えてもらえない。

　ただ確かめたかったのは一つだけだ。

「市川茉莉は病室ですか？」

「ああ茉莉ちゃんね？　茉莉ちゃんなら今日は気分がいいからって中庭に行ってるわよ。わざわざお見舞いに来てくれたの？」

　やっぱりな……。

　苗みょう字じは「市川」だったか……。

「いやー、俺の評価が気になってですねー」

「心配しなくても相変わらずピエロさんのことが大好きみたいだよ。自分だけ風船でお花を作ってもらったって自慢してたなー」

　良かった。あの風船の花は気に入ってもらえてたみたいだな……。

「そうですか。それ聞けて安心しました。そういえば今日はお姉さんのほうは来てないんですか？」

「愛莉ちゃん？　今日はまだ見てないなー？　なんでも最近勉強が忙しいとかって……」

「そうですか……」

「愛莉ちゃんが勉強するって聞いたときは一瞬驚いちゃったけど、どうやら本気だったみたい。この間も病室で勉強してたし……。見た目はギャルだけど根は真面目だからね、あの子」

「へぇー……」

「そういえば宮守くんと同じ学校だったんじゃなかったっけ？　もしかして知り合いなの？」

「あー、いえ。全然知り合いとかじゃないです」

「そう？　あ、茉莉ちゃんに会ったらそろそろ中に戻る時間だよって伝えてくれる？」

「わかりました。じゃあ……」

　知って余計に気が重くなった。

　やっぱり市川と茉莉は姉妹だった。

　俺は看護師さんに軽く頭を下げてから中庭のほうに向かった。
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　やや広い中庭に出ると、一人ポツンと大きなクマのぬいぐるみを持った少女が車椅子に乗ったまま散りかけの桜を眺めていた。

　俺は驚かせないようにゆっくりと茉莉の隣に立つ。

　俺のほうを一いち瞥べつした茉莉は、またすぐに桜のほうに目をやった。

　茉莉はべつに警戒する様子もない。俺が隣にいることを許可してくれたみたいだ。

「なに見てんだ？」

　無言のままはさすがに辛つらかったので、俺は茉莉に話しかけた。

「……桜」

「好きなのか？」

「キライ」

「じゃあなんで眺めてんだよ？」

「キライだから」

　よくわからん理屈だな……。

「あそう……。じゃあどうして桜がキライなんだ？」

「べつに桜だけじゃない。お花がみんなキライなの」

「なんでだよ？」

「だって……お花、すぐかれちゃうし」

　そう言うと茉莉は右手に持ったなにかを残念そうな目で見た。

　よく見ると、それはすっかり空気の抜けた風船の花だった。

「それ、どうしたんだ？」

「ピエロさんにもらったの」

「ピエロさん？」

「うん。でも、しおれちゃった……」

「形のあるものはいつかなくなるんだ。しかたないさ」

「でも、ピエロさんからもらった大事なお花だから……」

　そう言って暗い表情を見せる茉莉。

「また作ってもらえばいいじゃねぇか？」

「またがあればね」

「あるだろ、そりゃ……」

「ううん。わたし知ってるの。もうすぐ死んじゃうんだって……」

「っ……！　そ、そうか？　俺には元気そうに見えるけどな？」

「パパとママがお医者さんとお話ししてるの聞いちゃった」

「そうか……」

　そこで俺は初めて茉莉の笑った顔を見た。

　寂しそうで、なにかを諦めたような、そんな微ほほ笑えみ……。

　見ているこっちが苦しくなる。

「でもね、わたしはうれしいの」

「なんで？」

「この体じゃピエロさんといっしょに世界を旅できないもん」

「どういうことだ？」

「ピエロさん、世界中を旅してていそがしいんだって。だからたまにしか来てくれないんだって。でもわたしが死んだらピエロさんといっしょに世界を旅できるでしょ？」

「っ……お前それ、おばけになるって言ってんのか？」

「うん。でも、やっぱりおばけじゃピエロさんはイヤがるかな？」

「どうだろう、な……？　可か愛わいいおばけなら、ピエロさんも、喜ぶかもな……」

「ピエロさん、おばけのわたしでも好きになってくれるかな？　およめさんにしてくれるかな？」

「できたら……生きてるほうが……嬉うれしい、んじゃ、ねぇか……？」

「そうだよね……」

「だからよ、もう少し……」

　俺は喉元まで出かかった言葉をぐっと飲み込んだ。

「……うん。ありがとう、お兄ちゃん」

　と、茉莉は察してくれたようだ。




　頑張れ、なんて茉莉には言えない。

　そんな残酷すぎる言葉は俺には言えなかった。
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　土曜日になった。

　いや、なってしまったというべきか……。

　カーテンを開けると眩まばゆいほどの朝日が差し込んできた。

　快晴かよ……。

　はぁー……。気が重い……。

　俺はとりあえずよそ行き用の服に着替えた。

　階段を降りてリビングに顔を出すと、すでに香か織おりが起きて朝食を食べていた。

「よっす」

「うっざ」

　俺の顔を見るなり、香織は露骨に不機嫌な態度を示した。

　うーむ。こいつはブレんなー。

「由ゆ里り姉さんは？」

「朝からどっか出かけた。夜には帰るって」

「あ、そう……」

「てか、なにその格好？　ダッサ！」

「え？　どこが？」

「そのダボッとしたパンツ、全然サイズ合ってないし。てか、そのスタッズ、ジャラジャラしすぎて悪趣味。あと、なんで穴だらけなの？　貧乏なの？」

「これはダメージパンツって言ってだなぁ」

「それダメージパンツの定義間違ってるから。見せられたほうがダメージ受けるレベルだから、それ」

　これそんなにヤバいレベルのパンツなの？　伝説の装備？

　どうりでこれ着てると人が道を空けてくれるわけだわ。

　そんなことを言ってる香織はというと、ベロンベロンに伸びきったジャージ姿だ。

　家ではだいたいこの格好で過ごしているが、こんなだらしのないこいつの姿、よそ様には見せられんわなー。

「いいだろ、べつに……。そりゃそうと、これから出かけてくるわ」

「そんなんで出歩かないでくれる？　うちの身内がめっちゃダサいって友達に知られたら超迷惑なんですけどー」

「俺のが最先端すぎて流行が追っついてこないだけだっつーの。つーわけで、俺、これから出かけてくるから」

「あーっそ。……一人で？」

「いや、クラスの連中と」

「ふーん……」

　なんだね、その反応は？　クラスの連中っていうのは噓うそじゃないからな！

「夕方には帰るわ」

「そんなの聞いてないし。早く行けばー」

　素っ気ないなぁ。お兄ちゃん、ちょっと寂しい……しくしく。

　とりあえずパンツは替えておくか……。





＊　＊　＊






　約束の時間の十分前にファミレスに着いた。

　昼下がりの店内は家族連れで賑にぎわっている。

　俺は六人掛けのテーブルに着くと、注文を後回しにしてスマホを取り出した。

　よりによって一番乗りかよ。うわー、テーブル席で一人とか気まずー……。

　そんな感じでスマホを弄いじっていたら、「あれ、宮守くん？」と、おどおどとした女の子の声が聞こえてきた。

「へ？　委員長？」

　そこに立っていたのは私服姿の委員長こと桜さくら井い奈な々な美みだった。

　ふわっとした白のブラウスに淡いグレーのロングスカート。

　桜井の清せい楚そなイメージにぴったりすぎて思わず胸が高鳴るところだったぜ。

　その桜井はといえば、さらさらロングの髪を揺らしながら困惑した表情を浮かべている。困惑というよりもむしろ狼ろう狽ばいだな。

　わかるよ、その気持ち。

　昼下がりのファミレスでクラスのボッチがお一人様を満喫しているとか、見ちゃいけないレベルだもんなぁ。

　そして桜井もまさかのボッチとは……。

　同類相憐あわれむと言うが、こんなに可愛いのにお一人様でファミレスに来るとかかわいそうすぎる。彼氏と来いよ。

　しかし桜井は、

「勉強会に来たんだよね？」

　と聞き捨てならないセリフを吐いた。

「あ、うん……。もしかして委員長は市川に無理やり来させられた感じ？」

「どうして無理やりなのが前提かはわからないけど、私も愛莉ちゃんに呼ばれて来たの」

　はぁー……哀れだな。きっと俺と同じで嫌々来たんだろう。

「委員長、今日は私服のセンスの良さも含めて２００ポイントを進呈しよう」

「あ、ありがと……。……だから、なんのポイント？」

　桜井は困惑の表情を浮かべたまま俺の対面に座った。そして、やっぱり沈黙……。

　うっ、気まずい……。こんな可愛い子となに話したらいいんだろう？

　そもそもこんなシチュエーションを想像したことなんてなかったので、どう対処していいか脳内の処理が追っつかない。

　桜井は桜井でいつもと雰囲気が違うし、なんつーか緊張してる感じだ。

　とりあえずメニューを開いてみた。開いてみただけで会話もなにもない。

　おい市川！　いい加減間が持たん！　早く来ておくれっ！

　そのとき桜井のスマホに着信が入った。

「もしもし、愛莉ちゃん？　……うん。……うん。……わかった。じゃあ、待ってるねー」

「今の、市川？」

「うん……」

「なんだって？」

「少し遅れるって」

「そうなんだ？」

「うん……」

　よ、よし！　会話が成立したぞ！　やった！　って、嬉しくねぇ！

　なんだよこの放置プレイ！　あの女、自分から呼びつけておいて遅刻とかありえねぇわ！　これだからリア充は嫌いなんだよ！

「あ、あの……」

　俺が腹の中を煮えたぎらせているとき、桜井がおもむろに口を開いた。

「な、なに？」

「宮守くんは、愛莉ちゃんとどういう関係なの？」

「まったくの赤の他人」

「それは知っているけど……」

　ああ、なんだ知ってたか。じゃあどうして聞くんだよ？　そしてどうしてそんなに疑うような顔をしているの？

「昨日も教室で楽しそうに話してたし……」

「ビッグな勘違いだ。あんなもんただの言い合いだって」

「それ、喧けん嘩かするほど仲がいいってやつじゃないかな？」

　ホワッツ？　俺の辞書には喧嘩しすぎて仲が悪いってあるんだが？

「とにかく、なんだかんだあって勉強を教えてるってだけ。……で、委員長は？」

「ええっと、私は中学からの知り合いかなー」

「君、そのレベルでよくここに来られたよね？　なにか勉強以外の目的があるとみたが、これいかに？」

「それは、えっとー……」

　急に桜井は頰を赤らめてモジモジとしだした。

「どうしたよ？」

「べ、勉強だよ、うん……」

「とか言いつつ、実は好きな男子が参加するからとかー？」

「ま、まさかー！」

「だよなー？」

「そうだよー！」

「「あはははは……」」

　……なるほど。つまりそういうことか。むふふーん！

　いや、早々に結論付けるべきではないな。もう少し探りを入れてみるか。

「そーいや、今日来るメンツって知ってるか？」

「私と愛莉ちゃんと宮守くん、あと吉田くん。四人だけだったと思う」

「吉田もそういや来るんだっけ？　よ、し、だ、も！」

「う、うん……。なんか宮守くん変な勘違いしてない？」

「うんにゃあー」

　ビンゴ！　俺の考えが正しければ桜井は吉田のことが……。

　むふむふむふ！

「なぁ委員長」

「なに？」

「俺に任せておけ！」

「えっと……なにを？」

　親指をグッと立てて、皆まで言うな、と言いかけたところで、ゆるふわ金髪パーマのサイドテールがこっちに来るのが見えた。

　ようやくお出ましか。主催者のくせに十五分遅れとか。

　市川も桜井と同様に普段の制服姿ではなく、こう、なんというか……出るところはしっかりと出ていて、引っ込むところはしっかりと引っ込んでいて、そういうボディーラインがくっきりと見えちゃうような丈の短いピッチリとした服だった。

　ようするにギャルの着る服だった。

　……いちいち説明が面倒くせぇ。

　つーか、勉強会なのになんつー格好してんだお前！　肩とか乳とか太ももとか出過ぎでしょ？　向こうにいるオッさんがさっきからどろっどろにとろけた顔で見てんぞっ！　逆に見せてんのそれっ？

「ごっめーん！　遅くなっちったー！　テヘッ！」

　テヘッて軽っ！　なんで遅れてきてそんなに笑顔なの？　え？　人を待たせて平気なの？　俺の感覚がおかしいの？

「ナナちゃんやほー！」

「やほー、愛莉ちゃん」

「やほー市川」

「は？　なにそれキショ！」

　ちょっと流れで言ってみただけなのに……。

　いや、こいつのことはいいとして、大事なのは桜井の件だ。

「そーいや吉田は？」

「あー、なんか熱が出たみたいで休みだってー」

　吉田あああぁぁぁーーー！　あんのアホなに休んでくれちゃってんのぉっ？

　桜井のほうを向くと残念そうなようでホッとしたような、なんとも言えない複雑な表情をしていた。

「委員長、残念だったな……。あと、力不足ですまねぇ……」

「えっと、だからなにが？」
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「じゃあここはー？」

「えっと、そこはねー……」

「ああ、なーるっ！　そういうことかー！」

　俺は頭の中である疑問を反はん芻すうしていた。

　……これ、俺要る？

　答えは一つ。不必要。

　今の俺はタヌキの置物となんら変わりない。

　そもそも桜井は頭が良いい。市川もさっきから桜井にしか聞いていない。同性同士だから話しやすいってこともあるのだろう。

　つまるところ、もう帰ってもいいですか？　とそろそろ切り出してもいい頃合いなのだ。

　勉強会が始まってから一時間以上が経過していた。

　俺はドリンクバーをちびちびとやりながら二人が仲良さそうに勉強している様子を対面で見せつけられている。こうなってくると、自分の存在意義が疑問になる。

　これ、本当に俺要る？　要らないよね？　帰ってもいい？

　そんなこんなでさっきから己の存在意義について深く自問自答していた俺だったが、とりあえずは英語の試験範囲の勉強をある程度復習することができた。

「ふいー！　きゅーけーしよっ、きゅーけー」

　最初に集中力の切れた市川が背もたれに体重を預けた。

「けっこう復習できたね？」

「んー、でもまだ英語だけだし。まだ数学と現国が残ってるー！」

「もう少しだからがんばろ？」

　うーん……。

　なんというか桜井には包容力があるなー。弟とか妹とかいそう。いたらきっと面倒見がいいんだろうなー。俺も面倒見てもらいてぇぜ。

「じゃ、あーしドリンクバー行ってくるね。あ、ナナちゃんの分も持ってくるからー」

「ありがと」

　えっと、俺の分は？

　ま、期待なんかしていねーけど……。

　市川は桜井のグラスを持ってドリンクコーナーに向かった。

「……ちょっと驚いたなー」

　ドリンクバーに並んでいる市川を見ていたら、桜井がぽつりとつぶやいた。

「なにがだ？」

「愛莉ちゃん、私がそんなに教えなくてもけっこうできてたから」

「そりゃあまあ、ここ最近頑張ってたからなー、あいつ……」

「ずっと愛莉ちゃんに勉強教えてたの？」

「ずっとってほどじゃねぇよ？　月曜から始めてまだ六日目ってところか。朝と夕方と勉強みてきたけど……ま、あれでも多少はできるようになってきたんだぜ？」

　そう。

　あいつはなんだかんだで今日まで頑張ってきた。

　てっきり途中で投げ出すかと思っていたが、後半から尻上がりに良くなってきた感じがする。

　今日の勉強会である程度ポイントを絞って教えてやれば、来週の模試もいちおうは合格できるだろう。

「そっか……。宮守くんが教えてたから……」

「ん？　俺がどうした？」

「愛莉ちゃん、遅刻もなくなったし、最近勉強している様子があったから、なんでなんだろうなーって思ってたら、宮守くんの影響だったんだね？」

「影響って……べつにたいしたことはしちゃいないが？」

「それでも愛莉ちゃんが頑張るきっかけになったのは宮守くんだよ」

「いや、だからべつに俺は……」

「いつの間に仲良くなってたの？」

「べつに仲は良くねぇさ」

「そうかな？　そういうふうには見えないけどなー……」

　桜井はしばしためらって、遠慮がちに口を開いた。

「──ねえ、宮守くんは愛莉ちゃんのことどう思ってるの？」

「どうって？」

　言われて少し考えてみた。

　面倒臭いは面倒臭い。

　自分勝手で、人のこと巻き込んでも平気で、こっちの気も知らずに、にへらっと笑って……。

「──ダルいやつ」

「あらっ」

「ただなぁー……──」

　ただ、ここ数日を過ごす中で、俺はあいつのことがなんとなくわかってきた。

『──愛莉ちゃんは愛莉ちゃんで、頑張って学校に来ているんじゃないかな？』

　そういや最初に言い合いをしたあと、桜井はそんな感じでフォローしてたっけ。

『……宮守は知らんだろうが、あいつの場合家庭にちょっと複雑な事情がある。少しは隣の席のよしみで勉強の面倒をみてやれ』

　あのときの吉沢先生はなんだかちょっと複雑な顔してたな。

　市川を無理やり押し付けられた感は否めないが……。

　けっきょくみんな、あいつの見てくれ以上に俺の知らない市川の一面を知っていたんだ。

『実はさ、あーしの妹も今入院してるんだよねー』

　チエばあちゃんのところに行ったあと、いきなりカミングアウトされたな。

『わたし知ってるの。もうすぐ死んじゃうんだって……』

　そして昨日、茉莉にも……。

「どうしたの？」

　気づけば桜井の心配そうな顔がそこにあった。

「あ、いや……」

　もう一度桜井の質問を頭の中に浮かべる。

　俺が市川のことをどう思っているか。

　出てきた結論は一つだけだった。

「──ほんとダルいやつだけど、ちょっとだけ、あいつらのこと支えてやりてぇと思っちまったんだよなー」

「え……？　あいつらって愛莉ちゃんと誰のこと？」

「……なんでもねぇ。とりあえず次は数学にするか？」

「あ、うん……」

　桜井が頷うなずいたタイミングで市川が戻ってきた。

　手には空のグラスが二つ……。

　おいおい、飲み物取ってくるんじゃなかったのか──

「二人とも、ごっめーん！」

「は？」「え？」

　いきなり謝られて、俺と桜井は呆あっ気けにとられた。

「か、彼氏がさー、急に今から来いって言ってきて！」

　彼氏？　彼氏だと？

「あーしにどうしても今すぐ会いたいって言って、笑っちゃうよねー！」

　だったら、どうしてそんなに引きつった笑い方してんだよ、お前……。

「そ、そうなんだね？　じゃあ、もうお開きにする？」

「あ、いや、あーしのことはおいといて、あとは二人で勉強頑張って！　……じゃあ！」

　市川はいそいそと荷物をまとめ、自分の分の金をテーブルに置いて、そのまま出口のほうへ向かっていった。

「なんか急だったね？　どうしたんだろ、愛莉ちゃん……って、宮守くん？　ど、どこ行くのっ？」

「す、すぐ戻るから待っててくれっ！」

　気づけば俺は席を立って市川の背中を追っていた。

　あいつのあの無理して笑ってるときの顔……。

　姉妹そっくりじゃねぇか。




　間違いない。

　茉莉になにかあったんだ。
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「市川ぁー！」

　店の外に出たところで、市川の名前を大声で呼んだ。

　一瞬彼女の身体からだがびくりと反応して立ち止まる。

　その隙に駆け寄った。

　市川は背を向けたままこちらを向こうとしない。

「急にどうしたんだよお前……」

「なんでも──」

「なくはねぇだろ？　なあ、マジでどうした？」

「……」

「お前──もしかして、茉莉になにかあったのか？」

「……なんで樹があーしの妹の名前知ってんの？」

「え？」

　そうだった……。

　茉莉が市川の妹だということを俺が知っているのは、こいつには秘密だった。

「ま、前に聞いたんだよ。ほら、入院してるって話してたとき言ってただろ？」

　俺はとっさに誤魔化した。

「それよりも茉莉はどうなんだ？　大丈夫なのか？　もしかして病院で──」

「だから彼氏って言ってんじゃん！」

「お前……」

　振り向いた市川の目から涙が溢あふれ出だしていた。

「彼氏が、彼氏がさ……」

「噓つけ。茉莉になんかあったんだろ？」

　市川は黙って俯うつむいた。全身を震わせ、必死になにかに耐えているようにも見える。

「あーし、勉強、頑張ったよ……」

「知ってる」

「勉強、頑張って、茉莉の、自慢のお姉ちゃんになろうって、頑張ったよ……」

「だろうなとは思ってた」

「でも、勉強してたから、茉莉に全然会いに行けなくて……」

「っ……」

「そしたら、さっきママから電話があって……さっき、急に発作が起きたって……」

「それで、茉莉は大丈夫なのか？」

「わかんないっ！　あーし、もう、なんのために頑張ってたのか……」

「市川……」

「勉強なんて似合わないことやめて、茉莉の側に、いてあげたらよかった……」

「そんなことは──」

「あんたになにがわかんのっ？　大事なことはなんにも話してくれないくせにっ！」

「っ……」

「ご、ごめん、言いすぎた……」

「いや……」

「ごめん！　あーし、茉莉のところに行かないとっ！」

　市川は踵きびすを返かえし、駅のほうへ駆けて行った。

　俺はただその背中を目で追うことしかできなかった。

　なにがあいつらを支えてやりてぇだよ。そんなのただの驕おごりじゃねぇか……。

　改めて理解した。

　俺は本当に無力なんだと。

　俺は本当に余計なことをしたんだと……。




「すまん、待たせたな」

「あ、宮守くん！　愛莉ちゃん大丈夫だった？」

「まあ、あいつはなんともねぇよ」

「どうしたの？　暗い顔して？」

「いや……」

「なにかあったの？」

「いや、べつに……」

「どうしよ？　電話したほうがいいかな？」

「いや、今はよしておいたほうがいい」

「じゃああとでかけてみようかな？　宮守くんはどうするの？」

「俺はあいつの連絡先を知らねぇし……」

　そういえば連絡先を交換してなかったな。交換するタイミングならいくらでもあったのに……。まあ、今となっては必要ないか……。

　すると桜井はカバンからメモ帳を取り出すと、さらさらと何かを書いてビリっと破り俺に差し出した。

「これ、念のため愛莉ちゃんの連絡先」

「いらねぇよ」

「もしものときのために持ってて！」

「だからいらねぇって！」

「いいから！」

　俺は半ば無理やり押し付けられたメモ帳の切れ端を手にし、桜井の顔を見た。

「愛莉ちゃんが心配なんでしょ？」

「いや……」

「うそ。だって顔にそう書いてあるもん」

「なんでわかるんだよ？」

　桜井は一瞬ためらい、なぜかバツの悪そうな顔になった。

「ずっと宮守くんのこと、見てきたから……」

「え？」

「なんでもない！　それじゃ帰ろっか？」

　なにかうやむやにされた感じもあったが、俺は深く突っ込む気力も失うせていた。

　その後、桜井と会計を済ませて店の前で別れた。

　渡されたメモ帳の切れ端をどうしたもんかと広げてみたが、電話番号が書かれているだけ。俺はそれをポケットに入れ、そのまま家に持ち帰った。

　けっきょく連絡もしないまま日曜日が過ぎた。




　週明けの月曜日、そして火曜日も、二日連続で市川は学校に姿を見せなかった。

　それでも俺は市川に電話をしなかった。





第六章　俺が走り出してなにが悪い！







　市いち川かわが来なくなった週の水曜日。

　今日はホスピタル・クラウンの日だ。

　俺にとっては大事な日。

　ただ、今日はどうしても気が向かない。朝から学校に行くのも怠だるかった。

「どうしたの、樹いつき？」

　朝食を食はんでいたら、由ゆ里り姉さんが心配そうに俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「あー、べつに……」

「もしかして市川さんにフられちゃったとか？」

「ちげーから。そもそも、あいつは俺のことが嫌いなんだよ」

「本当にそうかな？　勉強教えてあげてるんでしょ？　嫌いな相手に教えてもらいたいと思うかな？」

「そりゃ、あれだ。香か織おりが言ったみたいに、ただ利用されてるだけなんだろう」

「そんなことはないと思うけど──」

「ごちそうさま」

「え、もういいの？」

「ああ。なんか今日は胃の調子が悪い。せっかく用意してもらったのにゴメン。──学校、行ってくる」

　玄関に向かう途中、起きてきた香織と出くわした。

「朝からなにその顔？」

「悪わりぃな、こんな顔で。これは標準装備だ」

「……」

「なんだよ？　人の面つらぁじっと見たりして……」

「なんか腹立つ、その負け犬みたいな顔」

「悪かったな」

「謝るくらいならもうちょいマシな顔して。いつもみたいなにやけ面はどうしたの？」

「なんにも面白くねぇのに笑えっかよ」

「あ……」

　なにかを言いかけた香織を置いて、俺はそのまま家を出た。




　ホームルームで吉よし沢ざわ先生がなにかを伝えていたが、まるで耳に入ってこなかった。たぶんそれほど重要なことでもなかったんだろう。

　ぼけっとしていたらいつの間にかホームルームが終わっていた。

　隣の席は空いたまま、いつも通り授業が始まる。

　二時間目が終わっても、市川はまだ姿を現さない。

「愛あい莉りちゃん、今日も休みみたいだね？」

　心配そうに話しかけてきたのは桜さくら井いだった。

「そうみたいだな」

　と、俺は素っ気なく答える。

「どうしちゃったんだろう？」

「さあな？」

「やっぱり宮みや守もりくんも心配？」

「いや、べつに」

「ねえ、宮守くん、あのさ──」

「悪ぃ、委員長。ちょっと今話す気分じゃないんだ」

「そ、そっか。ごめん……」

　ちくしょう。調子狂うな……。




　放課後になった。

　ぐずぐずと教室を出たところで「宮守」と声をかけられた。

「ちょっと話がある」

　吉沢先生だった。

「……なんスか？」

「なんだね、その死んだ魚のような目は。いや、ここ最近ずっとそんな目だぞ？」

「ま、もともとこういう目なんで」

「……まあいい。とりあえず職員室までついてきなさい」

「説教ですか？」

「説教されるような悪いことをしたのか？」

「いえ……」

「だったら、べつの用件だ」

　俺は内心ほっとしていた。

　呼び出されたのが説教じゃないということではなく、これで吉沢先生の話が長引けばホスピタル・クラウンに行かなくて済む口実ができると……。




　職員室の応接スペースに通された俺は、ソファーにどっと座った。

　普段は長居したくない場所だが、今日はなんだか居心地がいい。いつまでも腰を落ち着けておきたい感じだった。

　対面に座った吉沢先生は俺の顔を見るなり、「ふぅー」と一つため息を吐いた。

「市川だが、今日も休みだったな」

「あー、そっスねー」

「なんだね？　その気の無い返事は」

「いやべつに。つーか先生、なんで俺を呼んだんですか？」

「市川の件だ。市川は君に話していなかったのか？　妹さんのことを……」

「え？　あ、入院中とかなんとか……」

「その妹さんが土曜日に容態が急変した。なんとか回復したらしいが、油断はできないらしい。市川はご家族と一緒にいるが──」

「先生、それ、俺に話してどうするつもりですか？　前に市川ん家ちの事情を聞いたときも思いましたが、そんなプライベートなこと、俺なんかに話しちゃってもいいんですか？」

　吉沢先生は「そうだったな」とつぶやいて、やがてガリガリと頭を搔かいた。

「君、いちおうは市川の妹とは関わりを持っているだろう？」

「あ、いえ……」

「誤魔化さなくてもいい。私は知っているんだ。いや、正確には知ってしまったというべきか──」

　ドクンと心臓が跳ね上がる。

　まさか……。

「──君が病院で訪問ボランティアをしていることを」

「なっ！　い、いつからですか？」

「つい先月だ。たまたま病院に行ったら君を見かけた。実はあの病院には私の知人が勤めていてね、聞けば君がホスピタル・クラウンをしているというじゃないか」

「なっ、え？」

　吉沢先生は腕を組んだ。

「驚かなくてもいい。君が秘密にしていたことを、実は私が知っていたというだけの話だ」

　全部、知ってたのかよ……。

「……つまり、先生はなにもかも知っていたってことですよね？」

　俺がホスピタル・クラウンをやっていたこと、茉ま莉りと関わっていたこと……。

「ああ」

「で、知ってて俺に市川の勉強をみてやれって押し付けたんですよね？」

「ああ」

「だったら、最初から言ってくれればよかったじゃないですか？　そしたら俺だって市川ともっと距離を置いていましたよっ！」

「宮守」

　はっとして吉沢先生を見ると、彼女はただ冷静に俺の目をまっすぐに見つめていた。

　俺の頭の熱がすーっと引いていく。

「あ、いや……。俺のほうこそ責任転嫁をしてしまいました。あいつに勉強しろって言ったのも俺だし、あいつの勉強をみるって決めたのも俺だったんで……。すみません」

　最低だな、俺は。

　無性に腹が立って吉沢先生に当たってしまった。

　本当はなんでこんなにイライラしているのか、理由はわかりきっているのに……。

「そろそろ本題に入ろうか。君を呼び出した件だがな、君にある二人の人物の話をしたかったからだ」

「誰のことです？」

「まず『ピエロさん』という人物のことだ」

「っ……」

「これは市川から聞いた。市川が病院に行くと、妹さんはいつもピエロさんの話をしてくれるらしい。家族を差し置いて、妹さんの話題がいつもピエロだったことに市川本人は嫉妬していたんだろうな。病院で会ったとき、ついからかってしまったとも言っていたぞ？」

「……」

「それから、誰のことかはわからないが、市川の友達の話だ。市川本人は嬉うれしそうにこう話していた。先週のことだったか？　勉強しろと𠮟ってくれて、自分の勉強に付き合ってくれる友達ができたと、彼女は嬉しそうにそう言っていたな」

「……」

「私はそれを聞いて思わず吹き出してしまった。なんせ蓋を開けてみればどちらも一人の男子生徒じゃあないか」

　吉沢先生はそう言うとやれやれと笑った。

「しかも私が担任で、捻ひねくれ者の優等生で、融通はきかんし、いつもアホなことばかり口走る──だが、私が知る限り、彼は誰よりも自分に正直でまっすぐな男だよ」

「……」

「そのまっすぐな男がいったいどうした？　そんな死んだ魚のような目をして」

「いろいろ、複雑なんです……」

「複雑とは？」

「問題が大きすぎて俺じゃなんにもできないっつーか……」

「君にも解けない問題があるのかね？」

「買いかぶらないでください。俺が解けるのはペーパーテストと自分の問題だけです」

　そう言うと、吉沢先生はいつになく柔らかな表情になった。

「君は、本当に優しいやつだな」

「え？」

「市川か、彼女の妹か、あるいはその両方か……彼女たちのことを考えて思い悩んでいるように私には見えるよ」

「ち、違います！　ただ俺は──」

「宮守、自分を貶おとしめるのはよせ」

　吉沢先生は、もう言い訳なんて聞きたくないとでも言うように俺の言葉を遮った。

「世の中無関心だらけだ。我関せずが当たり前の社会で、君のその思いは誰よりも温かくて優しい。市川の抱えている悩みを知っていて、知っている上でなにもできないことに無力さを感じているんだろう？」

「そんな、俺は、そんなに優しいやつじゃない」

「ではどうする？　今、市川姉妹をいっぺんに支えられるのは君だけかもしれないぞ？　逆に言えば、これは君にしかできないことかもしれないな？」

「いや、俺は、そんな、支えるなんて……」

　できるのか？　俺に……。

「だったら君は、誰の、なんのために己を磨いてきた？」

　吉沢先生はふっと笑ってみせた。

「ま、目の前の現実から逃げるのも自由だがな」

　その言葉の意味を職員室にいるどれだけの人間が理解できたのだろう？

　これはきっと俺と吉沢先生の間でしか成立しない言葉。

　俺の秘密を知ってるが故の、投げやりな期待と信頼からの挑発。

　俺は徐々に視界が開け、長い眠りから覚めたように今はっきりと見えてきた。

　そして聞こえてきたのはあの人の声。

　俺が心から憧れた、あの人の声が……──




『──世界は冷タイ。現実は辛つらくて悲しくて理不尽なことばっかり起キル』




　パリアッチさん。あなたの言う通りだった。

　本当に現実ってやつは理不尽なことばかり起きる。

　辛くて悲しくて、けっきょく俺は逃げ出してしまった。

『ふん！　しょーもなっ！』

　茉莉が言うように、俺は本当にしょうもないやつだ。

　そんなしょうもないやつに、うざいほどまっすぐに本音をぶつけてきたやつがいた。

『あんたの隣とか最悪って言ったの。あーし、あんたのこと嫌いだからさー』

　そうさ。

　どうせ俺は学校じゃあ嫌われ者のボッチ野郎。

　ほっときゃいいのに、無視しときゃいいのに。

『せっかくあーしが話しかけてあげてんのにっ！』

　散々俺を嫌っておきながら、そうやって話しかけてきた変なやつがいたんだ。

『あーしに勉強教えてっ！』

　嫌ってるくせに、どうしてあいつは俺に頼ってきた？

『教えないとか言っときながら、けっきょく教えてくれてんじゃん』

　なんで俺はあいつや茉莉を支えたいと思った？

『あーしの妹ね、そのピエロさんのことがすっごく好きで、こないだもずっとピエロさんの話ばっかし。ピエロさんが失敗して転んだよーとか──』

　俺は、誰の、なんのために己を磨いてきた？

『ピエロさん、おばけのわたしでも好きになってくれるかな？　およめさんにしてくれるかな？』

　なんのために？

『じゃあさ、明日も明後日あさっても、ずうーっとあーしに勉強おせーて！』

　なんのために……。

『あんたになにがわかんのっ？　大事なことはなんにも話してくれないくせにっ！』

　なんのために、俺は……──




『──僕が逃げてドウスル？』




　あの日、病室でパリアッチさんが言った言葉が全身を貫いた。




『人を励ますために僕がいるんダロウ？　一緒に戦わないト、ってネ』




　──そうだ。

　俺は、俺の憧れていたあの人は、なんのために人を笑わせる道を選んだ？




　世界中の理不尽と戦う人たちを励まし一緒に戦うためだろうがっ！

　現実がきつ過ぎるからって俺が逃げてどうすんだよ？

　逃げんな馬鹿野郎がっ！




「──先生。ありがとうございました。おかげで目ぇ覚めました！」

「行くのかね？」

「はい！」

「そうか……」

　吉沢先生はどこかほっとした様子で微ほほ笑えんだ。

「あ、そだ、先生」

「うん？」

「先生があと十歳くらい若かったらきっと俺、先生に惚ほれてました」

「は？　ば、ばばば……馬鹿者！　いきなりなにを言って……！」

　一瞬きょとんとした表情をしたと思ったら真っ赤になってこれだもんなー。

　ちっとは可か愛わいいところあるじゃんかよ、先生。

「はい！　自分馬鹿なんで！　じゃ、ちょっくら行ってきますわー！」

「ああ！　行ってこいっ！　宮守樹っ！」

「ウッス！」

　俺は職員室を出て一気に走り出した。
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　時刻は四時半。開幕は五時きっかし。

　ここから病院までは走って十五分。走れば間に合う。

「……あ、しまった！」

　荷物全部家に置いてきちまった！

　一度荷物を取りに帰って……くっ！　絶対に間に合わねぇ！

　いや、とにかく今は急げっ！

　校門まで来ると見慣れた車が止まっていた。

　その車の前には俺のよく知っている人が立っていた。

　通りすぎる男子生徒たちが思わず振り返るほどの美貌の持ち主。

「遅かったじゃないの、樹。居残りでもさせられてた？」

　ははは、タイミング良すぎるだろ？

「由里姉さん、なんでここに？」

「家族のピンチに駆けつけるのは当たり前でしょ？　──ほら」

　由里姉さんは俺のジャグリングの道具が入ったスポーツバッグを差し出した。

「なんで、これ……」

「あんたがこれ置いてったの、香織が見つけてねー。なかったら困るだろうからってもってきたの。迷惑だった？」

「いや、ありがてぇ。恩にきる」

「で、どうする？　時間がないなら送っていこうか？」

　俺は由里姉さんの車を見た。

　車に乗るところを想像した瞬間、俺の手足がびくりと固まる。

「いや、いい……。汗だくになって走って行ったほうがカッコつくだろ？」

「あんた、まだ……」

「へへっ……やっぱまだダメっぽいな」

　やっぱり足がすくむか──




『──じゃあさ、もし大事な予定があるのに時間がなくて、どうしても車に乗らなきゃいけないことになったらどうするの？』




　こんなときに、情けねぇな……。

「そんなこともあろうかとべつの方法を用意しておいて正解だったね──香織！」

「ちょっ、いきなり大声で呼ばないでよ姉さん！　恥ずかしいじゃん！」

　そう言いながら校門の陰から現れたのは、制服姿でチャリに乗った香織だった。

「やっぱ樹、車は無理だって。だからあんたのチャリを貸してあげて」

「はいはい、わかったわかった……」

　香織はしぶしぶ俺のところに自分のチャリを持ってきた。

「え？　いいのかよ香織？」

「そ、の、か、わ、り！　絶対壊したり傷つけたらダメだかんね！　あと貸し一だから！」

「わ、わかってるって……」

「あと──」

「まだなんかあんのかよ？」

「──全員笑わせられなかったら承知しないからね！」

　香織……。

「わかってるっつーの！　ありがとよ、由里姉さん、香織！　じゃ！　ちょっくら行ってくらぁー！」

「いってらっしゃい樹！　頑張ってね！」

「フン。恥ずかしいから早く行って！」

　二人の𠮟しっ咤た激励を背に受けて、俺は病院に向けてペダルを強く踏み込んだ。
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「ねえねえ、お姉ちゃん？」

「ん？　なに、茉莉」

　ベッドで横になっていた茉莉が不満げな目であーしを見る。

「どうしておへやから出ちゃだめなの？」

「それはね、えっと……」

　思わず声が詰まった。

　今、茉莉の腕にはたくさんのチューブやら機械のコードが巻かれている。

　こうして話ができるくらい平気そうに見えていても、下手に刺激を与えればまた発作が起きるらしい。

　次は覚悟しておいてくださいとお医者さんから言われていた。

「……えーっとね、いい子にしてたらきっといいことがあるから！」

「いつになったらいいことがあるの？」

「あるよー、ぜったい」

「お姉ちゃんのうそつき……」

「茉莉……」

　あーしはなにも言えない。

　あーしの噓うそは茉莉に見透かされている。




　そう。あーしは噓つき。

　あーしはずっと噓をついている。

　茉莉にも、学校のみんなにも、彼にも……。




　去年から茉莉の状態がよくないことはわかっていた。はじめは発作の数を数えていたけど、それは虚むなしくなるからもうやめた。

　発作の周期がだんだん短くなっているのに気付き始めたころ、あーしは「彼氏がいる」という表向きの理由をつけて病院に泊まり込む日が増えた。

　彼氏がいるからって言えば、朝帰りのまま登校しても周りも重たくならないと思ったから……。

　ひどく憂鬱だった。

　病院では「大丈夫だよ」と茉莉に噓をつき、学校のみんなには「彼氏がさー」と噓をつく……。

　そんな噓にうんざりとしてきた今年の四月、あーしは彼に出会った。

　……最初、あーしはあいつのことが嫌いだった。

『あんたの隣とか最悪って言ったの。あーし、あんたのこと嫌いだからさー』

　あの日、どうしてあんなことを言ったのか自分でもわからない。

　でも、あいつの顔を見た瞬間、あーしはなんだかイライラをぶつけるようにして言ってしまった。

　どうせなにも言い返してこないだろうと思ったら、

『俺も最悪な気分だな。まさかお隣さんが遅刻魔のビッチギャルとはねー』

　って、本気で言い返された。

　マジでむかついた。

　あーしがビッチ？

　遅刻魔はまだしもあーしはまだバージンだっつーの！

　恥ずかしいし、バカにされそうだから、そんなこと言えないけど……。




　そのあとあーしは海浜パークで彼を見た。

　彼には噓をついて『ついさっき』と言ったけど、本当は最初から見ていた……。

　遠くから見ていたら、彼は人前で四角い箱を飛ばしたり、棒をくるくる回したりして、ただ一生懸命に、楽しそうに芸を披露していた。

　別人と見間違えるほど、学校で見るときとは違う印象……。

　いつもブツブツなにか独り言を言っていて、キショい動きをしていて、口が悪くて、ボッチで……。

　でも、あーしが嫌いな彼はそこにいなかった。

　ただ必死になにかを目指そうとする彼がいた。

　そのとき、思わず胸が高鳴ってしまった。

　正直、あーこれヤバイなーって思った……。

　その夜、彼に言われた通り、あーしは机に向かった。

　あーし、茉莉に自慢できるほどしっかりと学校生活が送れてるかって言われたら全然できていなかったし、そもそも遅刻ばっかでさっぱり授業が受けられていない。

　先生がなにを言っているのかもさっぱりだったし、このままだったらぜったい進級に響く。

　ダブりとかマジかっこ悪いし、学校辞めたいなぁ……。あーあ、もうやんなっちゃったなーって思ってたタイミングで、彼が勉強しろってあーしに言ってくれた。

　……でも、いざ勉強しようとしたらさっぱりわかんなかった。

　ダメだ。やっぱやめよっかな……。

　あきらめかけたとき、彼と茉莉の顔が浮かんだ。

　彼みたいに、茉莉みたいに頑張らないとって思ったけど、でもあーしやっぱダメで、けっきょく彼にお願いすることにした。

　彼は最初嫌々だったけど、「わからない」って言ったら「しかたがねぇ」って言いながらもちゃんと教えてくれた。

　それからちょっとずつだけど、勉強ができるようになってきた自分に自信がついてきた。

　勉強中に彼の横顔をチラッと見た。

　真剣にあーしの質問に答えようとしてくれている彼。

　やっぱり胸が高鳴ってしまう。

　あれ？　やっぱこれって……。

　違う違う！

　……否定したかったけど、やっぱり自分に噓は吐けないなー……。

　そう言えば勉強で思い出した。

　月曜日の模試、受けられなかったなー……。

　ゴールデンウィーク補習確定じゃん……。

　あーあ。せっかく彼に勉強教えてもらってわかるようになったのになー……。

　……彼は怒るかな？

　アホだなって言って、そのあとはちょっと悲しそうに笑ってくれるかな？

　そう言えば彼がときどき見せる悲しそうな笑顔、まるで昔、アメリカに旅行で行ったとき、サーカスで見た──




「──ピエロさん」




　茉莉が口にした言葉にあーしははっとした。

「え？　ピエロさんがどうしたの？」

「ピエロさんに会いたい」

「ダメだって茉莉……。ちゃんと寝てないと……」

「いやっ！」

「茉莉……」

　そのとき、あーしのスマホがブルブルと震えた。

　ディスプレイで確認すると、ショートメッセージが入っていて知らない電話番号が表示されている。

　誰？

　あーしはスマホのロックを解除して、メッセージを確認する。




『イッツ、ショータイム！』




　メッセージはそれだけだった。

　なんのことかわからない。

「もう、誰のいたずら？」

　そのとき、部屋の外からどっと子供たちの笑い声が聞こえてきた。

　茉莉はなにかを感じたらしく、扉の方を向いた。

「あっ、ピエロさん！　ピエロさんがきてる！」

　ピエロさん？　茉莉の大好きなピエロさんが来たの？

　じゃあ、この『イッツ、ショータイム！』って……。

　あーしはその瞬間、コールブザーを押していた。

『──はい、ナースステーションです。市川さん、どうしました？』

「あ、あの、お願いがっ！　……──」





＊　＊　＊






　俺がプレイルームでパフォーマンスを始めて十分が経過していた。

「ぎゃははは！　また転んだー！」

「また失敗したー！」

「へんなかっこうー！」

　いつものように俺の芸を見て子供たちが大喜びしている。

　笑顔、笑顔、笑顔……。

　でも、その笑顔の中に茉莉と市川の姿はない。

　そりゃそうか。茉莉は絶対安静で病室から出られないらしいしな……。

　ただ、それでも確信だけがあった。

　パフォーマンスを始める直前、俺は桜井からもらっていたメモの番号、市川のスマホにショートメッセージを入れておいた。

　パリアッチさんから教えてもらった魔法の言葉を。

　あれを読んだなら、市川はここに茉莉を連れて来てくれるだろう。

　まあ、仕掛けというよりも願掛けに近いもの。

　こればっかりはあいつに委ねるしかない。

　来ないならこっちから行くつもりだ。

　病室にいきなりピエロが入ってきたら驚くだろうな。

「うわーすげー！」

「どうなってんの、あれ？」

「すごいすごーい！」

　今俺の手からボール、クラブ、リングが交互に宙に投げ放たれている。

　ジャグリングで一番難しいのは、実はサイズや形状の違ったものを混ぜることだ。一つ一つは使い慣れているとはいえ、交互に混ぜると感触や持ち手が変わり、かなりの集中力を要する。

　俺はそれを安定してできるくらい練習を重ねていた。

　おかげで失敗することは五回に一回程度だが、それでも日によっては大失敗をする。

　ある程度見せたところで、今度はキャッチする姿勢に移った。

　まずリングを輪投みたいに頭からすっぽりと首に受け、次にボールをおデコでキャッチする。

　その瞬間に「おおー」と感嘆の声が上がるが──




　ドテ……。




　最後のクラブはうまくキャッチできませんでしたーと見せかけて脳天で受けて転んでみせた。

「ぷ……あはははは！　しっぱいしてやんのー」

「かっこわるいー！　でもおもしろーい！」

「いっつもさいご、きまらないんだよなー」

　子供たちが失敗した俺を見てげらげらと笑った。

　よしよし、順調だ。

　タイムリミットはあと十五分ってところか。だんだん最後の演目に近づいてきたな……。

　そのとき、廊下の向こうの扉が開き、こちらに誰かが向かってくるのが見えた。

　それが誰なのかを確認して、俺はぎゅっと目をつぶった。




　──ったく、遅おせぇよ。もうほとんどの演目が終わっちまったじゃねぇか……。

　でもま、届いたみたいだな。

　俺の送った魔法の言葉が……。




　廊下の向こうから現れたのは、若い男性の医師と看護師と市川。

　そして、車椅子を押されてやってきたのは、小さな身体からだに大きなクマのぬいぐるみを抱きかかえた雪のように真っ白で儚はかなげな少女。茉莉だ。

　ようやくおいでなすったか、ラスボスめ！　今日こそ俺の全身全霊をかけてお前を腹の底から笑わせてやるぜ！

　俺はラジカセを準備する。

　さーて、久しぶりにやってみるか。

　パントマイム。

　身体の動きと表情でなにもないところになにかを出現させたようにふるまう芸。

　俺は去年の秋から冬にかけてダンス教室に通い、ブレイクダンスを習っていた。

　音楽をかけてその音に合わせて動き出す。

　もちろんかけている曲は手作り。自分の演技に合わせていろんな曲をツギハギし、効果音も加えてある。

　これは俺の真骨頂とも言えるパフォーマンスだが、まだ彼らの前で披露したことはなかった。

　ま、ほんとはもう少し練習してから見せたかったんだけどな……。

　まずはゆったりした動きから。

　同じ場所でステップを踏み、その場で歩いているように見せる。

　初歩の初歩だがこれがなかなかに繊細だ。ゆっくりとした動きだと上う手まい下手がはっきりする。

　何度も鏡を見て身体に覚えさせた動きだ。

　今では自分がどう動いているのか鏡を見なくてもわかるぜ。

「うわー！　すっげぇ！」

「どうなってるのー！」

「すごいうごきー！」

　よし！

　どうやら子供たちの目には上手く映ってるようだな。

　ゆったりした動きから徐々に速度を上げていく。

　さっきまで同じ場所を歩いているように見せていたが、今度はフロアを滑るように足首だけで前後左右に動く。

　そこにムーンウォークやウェーブを織り交ぜ、身体を反らしてマトリックスのポーズを決めるなどして、動きにストーリー性を持たせていく。

「おおっ！」

「すごー！」

　俺の動きに驚いたのか、子供たちは目をまん丸にして見ていた。

　子供たちの中に交じって市川まで「すごーい！」とはしゃいでいた。

　まるで大きな小学生が交ざってるようなはしゃぎっぷりで、見てるこっちが恥ずかしくなるくらいだ。

　茉莉はといえば、俺のパントマイムを見て少しだけ驚いているように見えた。

　もともと表情のないやつだが、姉のはしゃぎっぷりも無視してじっと俺の動きを見ている。

　ここまでは順調。惹ひきつけるのには成功した。

　さらに頭と表情の動きを加え、電気ショックを受けたような震えを混ぜるなどしてコミカルな動きへとシフトしていく。

　それだけで子供たちは感嘆の声を上げ、目をキラキラと輝かせる。

　ここで小道具の登場だ。

　俺は鞄かばんを手に取り、まるで鞄が宙に浮いているように見せる。

　最後には鞄が宙に浮いたまま、その周りをくるくると回ってみせた。また子供たちから歓声が上がる。

　だが、まだだ。

　まだ茉莉の表情は固い。ガチガチだ。

　……だったら、これならどうだ？

　俺は折りたたみ式の木の椅子を持ち出し、「あれ、これどうやって使うの？」って感じで様々な座り方を試す。

　わざと椅子を傾けて座ったり、背もたれに座ってみたり、いろいろ試してみるがなかなかしっくりと座れず転げてしまう。

　終しまいには、逆さにした椅子の脚の上に座り、尻に脚が刺さって「イテテッ！」というリアクションをしたら大ウケしていた。

　やっぱり子供たちはそういうわかりやすいのがいいらしい。

　調子に乗った俺は、椅子の背もたれの下と尻を乗せる部分の間から身体を出し、「嵌はまって身動きがとれませーん」という感じでバタバタと四よつん這ばいになってみせた。

「あははは！　バカだバカー！」

「なにやってんのー！」

「ちゃんとすわれないのかよー」

　椅子一つでこれだけウケをとれるなら早くやっておけばよかったぜ。

　さて、茉莉の様子は……。

「…………」

　おわっ！　全然笑ってねぇ！　しまった、やりすぎたか……。

　あえてわざとらしさを前面に押し出してみたが空回りだったらしい。

　他の子供たちや大人も含め、みんな俺の滑稽な動きに笑っていたが、茉莉だけは相変わらず無表情で俺の顔を眺めている。

　頼む、笑ってくれ……。

　これが最後のチャンスかもしれないんだ──




『──いいかげんあきらめたら？』







　チッ……こんなときに子供のころの自分の言葉がそっくりそのまま返ってくるか……。

　パリアッチさんはあのときなんて言ったっけ？




『──それはＮＯネー！　僕は欲張りだから、一人でも笑わない子がいたら納得いかないんダヨー！』




　そうだった！

　あの人は決して諦めなかった。妥協せず、貪欲に、俺が笑顔になる方法を追求した。

　そして俺は根負けしたんだ──

　そうだ！

　最後のチャンスだとか勝手に決めつけるな！

　頼むだと？　笑ってくれだと？　俺はなににすがろうとしている？

　そうじゃねぇだろ。俺はここになにしに来た？

　俺が俺の力でこいつを笑わせるんだろうがっ！

　弱りかけた心を奮い立たせ、俺は椅子の演目を終わらせる。

　さあ、次が本当に本当のラストだ。

　でも、たぶんこれはズルいやり方。

　成功するかは五分五分。でも、このやり方に賭けるしかない。

　俺はくいくいっと茉莉を手招きした。

　茉莉は自分が呼ばれたのか不安だったようで、周りの大人たちの顔を見た。

　市川が気を使ってくれたらしく、こくんと頷うなずいて茉莉の車椅子を前に押す。

　オーディエンスに囲まれている中央で、俺は茉莉と二人きりになった。

　向かい合ってお互いに無言になる。

　ああ、思えばこの子を笑わせるために俺は必死にいろいろとやってきたんだよな。

　ことごとく失敗してきたと思っていたけど、この子は陰で楽しんでくれてたんだよな……。

　そんな茉莉に俺ができること。

　俺はもう一度心の中で魔法の言葉を唱える。

　奇跡を起こす魔法の言葉を──




　イッツ、ショータイム──




　俺は茉莉の前に片膝をついて目線を低くする。

　茉莉はなにが起きるのかわかっておらず、警戒心からかギュッと大きなクマのぬいぐるみを抱きしめた。

　大丈夫だ。大丈夫。なにもしやしない。

　俺は両手を前に差し出し、右手で左手をごしごしと擦る。

　すると、俺の左手からポンと一輪の花が出た。

「え？」

　いきなりのことに驚く茉莉。

　はい、これを君にあげるよ、と俺は茉莉に花を差し出した。

「いいの？」

　ああ。君のキライな花かもしれないけど……。

　でもこれ、枯れない花だから安心して。

「……ありがとう」

　どういたしまして。

　茉莉は俺の手から花を取ろうと手を伸ばす。

　すると、突然一輪の花は花束になる。

　茉莉は驚きながら、恐る恐る俺の手から花束を受け取った。

　今度は花束の茎に結び付けられた紐ひもがするすると引っ張られた。

「うわぁー」

　思わず茉莉は感嘆の声を漏らす。

　今、俺と茉莉はいろんな国の国旗がくっついた一本の紐でつながっている。

　そこにいつものような固い表情はみられず、あどけない笑みがふわりと浮かんでいた。

　もう少しで俺は泣きそうだった。

　だが、俺はぐっと奥歯を嚙かみ締しめた。

　ピエロが泣いてどうするよと。

　……なあ、茉莉。

　世界にはいろんな国があるんだ。

　俺はいつかストリートパフォーマーになって、その全部を旅してみたい。

　君はどうだい？

　元気になって世界を自分の足で回ってみたくはないかい？

　そう心の中で話しかけると、茉莉にだけは聞こえていたのか、小さく頷いてくれた。

　じゃあ、お互いに頑張らないとな？

　君が頑張れるように、俺はいつまでも応援するよ。

　頭をぽんぽんと撫なでてやると、茉莉の白い顔に朱がさした。

　そして茉莉はにこりと笑って控えめにこう言った。

「ありがと、ピエロさん」

　その言葉は、笑顔は、どこまでもまっすぐに俺へと向けられていた。
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第七章　俺がピエロでなにが悪い！







　ゴールデンウィーク前の金曜日の放課後、俺は生徒指導室に呼び出されていた。

「──で、これはなにかね？」

　目の前に座っている吉よし沢ざわ先生は呆あきれた顔で俺の前にプリントを差し出してくる。

「書き直した俺の進路希望調査アンケートでは？」

「……そんなことはわかってる。……で、だ」

　指差されたところを見た。




『第一志望　ストリートパフォーマー（あ、いちおう秘密で！）』




「……本気かね？」

「ええ、まあ……」

「で、このカッコ書きはなんだ？　『あ、いちおう秘密で！』ってなんだ？」

「いやいや、こう見えて恥じらうお年頃なんで、これは俺と先生の秘密ってことで……」

「秘密か……。秘密ねー……」

　美人女教師と秘密を共有するとか、なんだかいけないことをしてるみたい……。

　くぅー！　堪たまらんぜ！

　……で、なんでこの人は青筋を立てていらっしゃるのでしょう？

　せっかくのシチュエーションがぶちこわしなんですが……。

「アホかっ！　これは私だけじゃなく主任を含めて教師数人で共有する情報だ！　デカデカと本当のことを書くやつがあるか！」

「あー、自分、正直者なんでー」

「正直者なら秘密にせんだろうに……」

「秘密を抱えた正直者なんですよ、俺は」

「相変わらずよくわからんな、君というやつは」

　苦笑いを浮かべた吉沢先生はそっと進路希望調査アンケートを手元に引き寄せた。

「……ま、いちおう預かっておく。もし変更したくなったらいつでも言ってくれ」

「はい。あっ、それと先生、あのー……」

「ああ、市いち川かわの件か？」

「はい……」

「まだ、病院から連絡を受けてはいないが」

「そうですか。わかりました……」





＊　＊　＊






　昇降口まで来ると見知った人物が待っていた。

「なんだ、委員長か」

　一瞬あいつかと思って身構えたら桜さくら井いだった。

「愛あい莉りちゃんじゃなくて残念？」

「あ、いや、そういうわけじゃ……」

　んな悲しそうな顔をすんなよ、と言おうとしたら桜井はくすくすと笑った。

「うそうそ、ちょっと意地悪しちゃった」

「なんだよ……。傷つけちゃったんじゃないかって心配したぜー」

「本当に心配してるのは愛莉ちゃんのほうでしょ？」

「いや、そんなことは……」

「ほんとわかりやすいよね、宮みや守もりくんは」

　桜井が今日は妙に突っかかってくるな……。

　普段はこんな感じで話しかけてくるような子ではなかったはずなんだが……。

「で、けっきょく委員長は誰を待ってたんだ？」

「宮守くん」

「俺を？　どうした？　俺、なんかしでかしたか？」

「なんでしでかしちゃったのが前提なのかわからないけど、ちょっとだけ話があるの」

「なんだよ？」

「このあいだのメモは役に立った？」

「あ、ああ……」

　勉強会の日、俺は桜井から市川の電話番号が書かれたメモを渡された。

「じゃあ、愛莉ちゃんとは連絡とったの？」

「いや、まだ……」

「なんで？　心配じゃないの？　あのメモは──」

「あ、いや、あのメモは役に立ったぜ。……ただ、連絡とるっていうのとはべつの用途で使わせてもらったけどな」

「べつの用途？　なにに使ったの？」

「そいつは秘密ってことで」

「秘密って、悪いことに使ってないならいいけど……。それにしても秘密の多い人だよね、宮守くんって」

「謎が多いほうが男はモテるって聞くしなー」

「……モテてるの？」

「うんにゃー、まったく……。むしろ謎すぎる男として敬遠されがちなんだけどな？」

「やっぱりそうだよねー……」

　やっぱりなのかよ。そんなことないよって否定してほしかったね。自分で振ってちょっと傷ついちゃうわ。

「でも、もしかすると宮守くんのそういうところに惹ひかれてる子がいるかもよ？」

「そんな奇特なやつがいるかねぇー？」

「そんな奇特なやつ──案外近くにいるかもね？」

「え？」

　一瞬、桜井はふわりとした表情で俺を見た。

「なーんてね。じゃ、私、そろそろ行くから」

「あ、ああ……」

「じゃあね、宮守くん。また明日ー」

　桜井は校門のほうに向かって歩いていった。

　あれ？　けっきょく用ってなんだったんだ？

　狐きつねにつままれた気分のまま、俺は靴を履き替えて玄関を出た。
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　玄関から校門まで一直線に続く道の両端には桜の木が立ち並んでいる。

　もう花びらはとっくに散ってしまったが、青葉の桜並木も生き生きしてていいもんだ。

　さてさて、じゃあ今日も帰ってジャグリングの練習にでも励みますかねー……──

「──よっ！」

「おひゃあああっ！」

　俺は門を出たところでいきなり腕を摑つかまれた。

「遅かったじゃん？」

「吉沢先生に呼び出しをくらってて……って、お前、こんなところでなにしてんのっ？」

　腕を摑んできたのは市川だった。

　いきなり現れるなんて心臓に悪いやつだ……。

「学校にもこねぇで、今登校かよ？」

「さっきまで病院にいたからねー」

「あ、そっか……。で、なんでこの時間にわざわざ？」

「えへへー。樹いつきにちょっと話があってー。ね、これからどっか行こうよっ！」

「話ってなん──わっ！　おい、ちょっ！　引っ張んなって！」

　市川は俺の腕を摑んだまま歩き始めた。その力が意外に強くて、俺は彼女にリードされながらぎこちなく隣を歩いた。




　少し歩いて団地が立ち並ぶところまでくると、市川は俺の腕をぱっと放した。

　正直ほっとした。いい香りがする上にあちこち柔らかくって、もうどう歩けばいいのかわからないほど密着してたから、いつになく歩くのが難しかったぜ。

「あ、あそこ、ベンチがある！　座ろっ！」

「あ、ああ……」

　俺たちは公園に備え付けてあったベンチに座った。

　座ったはいいが、どことなく気まずい。なにを話していいのかわからないし、こうして会うとどういうわけか緊張してしまう。

　おかしいな。前はこんなことなかったのに……。

「もしかして樹、緊張してる？」

「ああ……」

「実は、あーしも……」

「……」

「……」

　おい、余計に緊張しちゃったじゃねぇか！　それになんだこの間！　なんかしゃべれよっ！　……ま、そうも思ってられんわな。

　ここは男の俺から──

「「あのさ……あっ！」」

　タイミング悪く、俺と市川の声が被かぶった。

「な、なに？」

「さ、先に言えよ！」

「樹こそ！」

「お前の方が先だ！」

「あ、うん。じゃあ……」

　はあぁー……。自分でもわかるくらい心拍数が上がってるな。

　そもそもなんでこいつに俺は緊張してんだろ？

「茉ま莉りのことなんだけどね……」

「ああ……」

「手術、無事終わったよ」

「ほ、本当かっ？　良かった！」

　俺は茉莉の無事がわかって心の底から喜んだ。




　実は、俺が病院を訪れたあの日、奇跡的に茉莉のドナーが見つかり、その日のうちに緊急手術が行われることになったんだ。

　茉莉に花束を渡したそのとき、廊下の向こうから「先生！」と言いながら走ってくる看護師さんがいた。

「どうしたんだい？　──……なんだってっ！」

　医者は驚きを隠せないという顔をしていた。

「市川さん。ちょっといいですか？」

「はい……──え？　それ、本当ですか？」

　廊下の向こうで話していたので内容までは聞こえてこなかったが、市川は突然膝をついて泣き崩れた。

　なんだ？　どうした？

　俺は多少心配になりながらその様子を見ていたが、そのうち市川は立ち上がって茉莉の近くにやってきた。

「……茉莉、ピエロさんにいっぱい元気をもらったよね？」

「うん！」

「じゃあ、もう少し頑張れる？」

「うん！」

「じゃあ、ちょっとお姉ちゃんたちとお部屋に戻ろっか？」

　泣きながら、それでも笑顔を浮かべる市川がどこかほっとしているような表情を浮かべていた。

　少し気がかりだったが、茉莉が急に俺の手を握ったので、俺ははっと我に返って茉莉の顔を見た。

「じゃあ、またねピエロさん」

　俺はこくんと頷うなずき、車椅子を押されていく茉莉に手を振った。

　そのあと俺は看護師さんから茉莉のドナーが見つかったことを聞いた。

　奇跡が起きたのだと看護師さんもほっとした表情を浮かべていた。




「術後の経過をみないといけないみたいだけど、お医者さんはもう大丈夫だろうって」

「ドナーが見つかってよかったなぁ！　いつ退院できそうなんだ？」

　俺は喜びのあまりテンションが上がっていた。

　──そして、自分が知らず知らずのうちにボロを出していたのに気がつかないでいた。

「やっぱり……」

「え？」

　市川は真剣な顔で俺を見た。

　強い風が吹き、サイドテールの金髪が風に躍る。

　少しの間が空いて、市川はおもむろに口を開いた。




「──やっぱり、樹がピエロさんだったんだ？」




　俺は驚きのあまり目を見開いた。

　バレた……。どうして……？

「今、ドナーって言ったよね？　どうして茉莉の手術にドナーが必要なことを知っているの？　あーしは妹が入院していることしか言ってないよ？」

　そうだった……。

　喜びのあまり、つい「ドナー」という言葉を口に出してしまった。

　移植手術だと知らなければそんな言葉は出てこない。

　つまり、茉莉がどういう理由で入院していたのかを俺は知っていたことになる。

「あ、いや……」

「なに？」

「ぶっちゃけ、吉沢先生に教えてもらったんだ。お前や茉莉のこと……」

「ほんとに？　じゃああーしの妹が茉莉って名前だって知ってたのはなんで？」

「だから、前にお前が言ったんじゃねぇか」

「あーしは妹がいるって言っただけだよ？　勉強会の帰り、樹は確かに茉莉って言ってた！」

「そうだったか？　覚えてねぇなー？」

「じゃあ、これは？」

　市川は自分のスマホをポケットから取り出してディスプレイを見せた。




『イッツ、ショータイム！』




「このメッセージって、ピエロさん──ううん、樹が送ったものでしょ？」

「え？　いや、それは……」

　このショートメッセージは確かに俺が送ったもの。

　茉莉をプレイルームに連れてきてもらうための仕掛け。

　効果は絶大だったみたいだが、ここで自分に返ってくるとはね……。

「この番号、樹のスマホでしょ？」

「いや、違う」

「確認する方法があるの、知ってる？」

「なんだよ？」

「樹、スマホ出して？」

「な、なんで？」

「いいからっ！」

　市川の剣幕に押されて、俺はしぶしぶスマホをポケットから出した。

「今からこの番号に電話するからね？」

「お前、それって……」

「もしこれで樹のスマホが鳴ったら、樹がピエロさんだって確定だよ？」

「おい、ちょっと待てって──」

　市川は俺が止めるのを無視してショートメッセージの番号に電話をかけ始めた。




『──おかけになった電話番号は現在使われておりません』




「……え？」

　市川の目が大きく見開かれた。

「気は済んだか？　スマホ、鳴らなかったな？」

　実は、もう一つ仕掛けがあった。

　市川が俺とピエロとの関連性に気づき始めていたのは薄々感じていた。

　このままだと俺がピエロだと疑ってかかるだろう。案の定この状況だ。

　そこで俺は、病院を出たあと、電話番号を変更するために携帯ショップに行った。

　俺はもともとボッチだから、スマホに番号を登録してあるのは由ゆ里り姉さんを含めて数件のみ。番号を変更したとしてもなんら支障はなかった。

　電話が繫つながらなければ多少は疑いも晴れるだろう──そう思って。

「ほら、そもそも俺の番号と違うだろ？」

　そう言って笑って見せると、市川はスマホを下ろして笑顔を作った。

「なーんだ、残念っ！」

「なにが？」

「ううん……。ちょっとだけ、ちょっとだけだよ？　あのピエロさんが樹だったらよかったなーって」

「どういうことだ？」

「茉莉ね、移植を受けられないともうダメだったの。でも、茉莉は頑張ったんだー。いっぱい苦しい思いをしながら、それでも頑張ったんだ。……頑張れたのはそのピエロさんのおかげ。次にピエロさんが来る日まで頑張ろうって、生きようって、懸命に頑張っていたの……」

「そっか……」

「そうしたら奇跡が起きた。一昨日ピエロさんが来てくれた日、ようやくドナーが見つかって手術を受けることができた。たぶんピエロさんがいなかったら、茉莉はとっくに……」

「バカなこと言うな。茉莉が頑張れたのは、ピエロさんじゃなくて、お前の家族やお前が支えてきたからだろ？」

「ううん……。あーしたちじゃあの子のあんな笑顔、引き出すことなんてできなかったと思う」

「そんなことはないだろ」

「あるよ。本当にあのピエロさんのおかげ……」

「でも、なんで俺だと思ったんだ？」

「うーん、なんとなく？　雰囲気とか似てたし……」

「雰囲気かよ……。それだけで人をピエロ扱いとか、妄想が過ぎんだろ？」

　俺が苦笑いを浮かべると、市川は残念そうな顔をしていた。

「きちんとお礼を言いたくてさー。あと、もしあの人が樹だったら──」

「……俺、だったら？」

　市川は目一杯ためてから、

「あーしの大事な妹を助けてくれた人だし、あーし、樹と結婚してもいいって思った！」

　と言って悪戯いたずらっぽく笑った。

「なっ……」

　驚きのあまり俺は顔を真っ赤にしてしまった。

「なんだかんだで樹さ、あーしのためにいろいろしてくれるじゃん？」

「いや、べつに俺は……」

「樹はそう思ってなくても、あーしはそう思いたいの。茉莉の件も、ピエロさんになった樹が駆けつけてくれたんだって。……て、やっぱこれ妄想かー！」

「……」

「あ、でも、けっきょくピエロさんは樹じゃないんだよね？」

「あ、うん……」

「じゃあ、あの人誰なんだろ？　もう一度会いたいなー」

　ま、実は今、あなたの目の前にいるんですがねぇー……。

「会えるんじゃねぇか？　そのピエロさんが次に来る日に……」

「あ、そっか！　じゃあ、今度会ったときに話しかけてみる！　あ、でもピエロさんは話せない設定か？　どうしよ？」

「俺が知るかよ……」

　つーか、設定とか言うなや。

「あ、そうだ！　スマホで思い出したんだけど、あーしら番号とか交換してなくない？」

「あ、そーいやそうだったな……」

「じゃあさ、ＬＩＭＥ交換しよっ！」

　それから俺は市川とＬＩＭＥ交換をした。

　交換するなり、市川はタカタカとディスプレイになにかを打ち込んだ。直後、俺のスマホが振動する。




『いろいろありがと！　また勉強おせーて！　あと、これからもよろしく！』




　俺は市川の顔を見た。

　頰を赤らめている市川がいつになく可か愛わいく見えてしまった。

　……どうしよ、これ。どう送り返そうかな？

　なんだか気恥ずかしかったので、色白の丸顔のキャラクタースタンプを押した。肩を落として口からよだれが出てるやつ。

「これ……。ねえ、ちょっと！　このげんなりって感じのスタンプ、どういうことっ！」

「なはははー」

　市川はむすっとした顔で俺を睨にらみ、

「笑ってごまかすなー！」

　と、ポカポカと肩を殴ってきた。

　それからひと通り茉莉の話をして気が済んだ市川は、今度はベンチから立ち上がって俺の前に立った。

「そだ、樹にずっと聞きたいことがあったんだけど……」

「なんだよ？」

「大事なこと、まだ教えてもらってない」

「大事なこと？」

「樹の夢。前に夢があるとかなんとか言ってたっしょ？」

「お、俺の夢？」

　なんの脈絡もなくいきなり聞くよなーこいつ……。

「ねぇ？　樹は将来なにになりたいの？」

「いや、フツーに大学に進んでだなー、安定した職に就いてー……」

「はいはい、ウソウソー。そんな噓うそバレバレだしー」

「な、なんだよ？　なんで噓だって決めつけんの？　それに、なんでいきなり俺の夢の話なんか……」

「樹が噓吐くのなんとなくわかるもん。それに見ちゃったし。樹が海浜パークにいるところ」

「だから、あれは散歩だって……」

「あのとき、あーしも噓吐いちゃったんだよねー。ほんとはもっと前からいて樹のこと見てたんだー」

「な、なにを……？」

「……樹が観客の前でストリートパフォーマンスやってるところ」

「えっ？　マジかよ？」

「マジマジ」

　全部見てたのかよ……。

　じゃあ、なんであのとき言わなかったんだ？

「樹、なんだかプロの人みたいだったよ？　観客の前で、派手な演技して……。なんか、趣味とか練習でやってるっていうよりも真剣だった。チエばあちゃんのところで見せてくれたお手玉もすごかったしー」

「……」

「でも、聞いて欲しくなさそうな顔してたから知らんぷりしてた」

「そうか……」

「ほんとはもっと早く教えて欲しかったけどさー。ねぇ、今ならどう？　よかったら教えてよ、樹の夢」

「……御察しの通りだよ」

「ちゃんと樹の口から聞きたい」

　市川はいつになく真剣な表情だった。

　言うべきか、黙っておくべきか……。

「どうしても今じゃなきゃダメか？」

　市川は一瞬残念そうな表情を浮かべたが、にこりと笑顔を作った。

「ううん。こういうこと、無理に聞いちゃダメだよね？」

「いや、まだまだ自信がねぇっつーか、もうちょいちゃんとしてから夢を語れる男になりたいっつーか……」

「そっか。樹も真剣なんだね？　きっと樹にとって大事なことだから……」

「ああ……」

「じゃあさ、もう少し自信がついて、話せるようになってからでいいからさ、そのときはあーしに教えてくれる？」

「それは構わねぇけど……」

「じゃ、約束だよ？」

「約束って──なっ、ちょ、おい！」

　市川は俺の右手を摑むと、そのまま俺の小指に自分の小指を絡めた。

「指切りげんまーん！」

「……ガキくせぇ」

「あ、照れてる照れてる！」

「照れてねぇし！」

「にしししー！　あーしはちょこっとだけ照れてるよー！」

「自分からしておいて……。つーか、そうやってからかうの、やめろよ」

　慌てて顔を背けたが、俺は今自分でもわかるほど赤くなっている。

　ったく、なんでこんなやつに振り回されなきゃなんないかねー。

「それじゃあーし、そろそろ茉莉のところに戻るから」

「あ、ああ……」

「じゃあ、またねー！」

「お、おうっ！」

　市川は手を振りながら颯さっ爽そうと行ってしまった。

　またねー、か……。

　市川が去っていく後ろ姿を見ながら、実のところ俺は心底ほっとしていた。

　海浜パークでパフォーマンスをしていたことがバレたのは仕方がないにしても、俺がピエロだということだけはなんとかバレなかった。

　しょせん俺の秘密の一つを知られただけ。

　なんとしても俺がピエロだとバレないようにしなきゃならないな……。

　結婚云うん々ぬんは冗談だとしても、もし俺がピエロだと知ったら、あいつは俺に対して気が引けちまうかもしれない。

　そうなったら今の関係がもっと面倒臭くなりそうだ。

　でも、もし言い訳もできないくらいの状況に追い込まれて、俺がピエロだって認めざるを得なかったとしたら？

　そう思うと、やっぱり少し怖くなる。

　──怖い？　なにが？

　たぶん俺が恐れているのは、市川との関係がギクシャクすること。

　なんでだろう？　どうしてあいつとギクシャクしたくないんだ？

　もともと俺とあいつは嫌い合っていた仲だ。

　どだいボッチとギャルじゃ住む世界が違うしな。

　それが今じゃどうだ？　あいつに勉強を教えて、あいつの秘密を知って、逆に俺の秘密を知られて、なんだかんだでＬＩＭＥを交換するまでになった。
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　俺にいたっては、心のどこかであいつを支えてやりたいと思ってしまっている。

　なんだか前進するためにただひたすら芸を磨いていた日々が遠く霞かすんできちまったな……。

　これが吉沢先生の言う足踏みってやつなのか？

　こんなんで俺は本当にパリアッチさんみたいな世界的なストリートパフォーマーになれるのか？

　わからない……。

　自分に問いかけてみても答えなんて返ってきやしない。

　そもそも正解なんてないのかもしれない。

　でも、もし市川に俺があのときのピエロだってバレる日が来たなら……。

　じゃあ、そのときは正々堂々と胸を張ってこう言ってやれるくらい腕を磨いておかねぇとな！




　俺がピエロでなにが悪い！　と。





【完】







あとがき
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白井ムク
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本作品は、二〇二一年四月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







俺おれがピエロでなにが悪わるい！
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